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大会長講演・理事長講演・招請講演
大会長講演� 3月14日（土）　11:10-11:40　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール

	 しばがき	 ゆうご

座長：柴垣 有吾	 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科

�久留米大学とリハビリテーション
久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門
	 ふかみ	 けい

○�深水 圭

CPL

理事長講演� 3月14日（土）　14:10-14:30　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール
	 こうづき	 まさひろ

座長：上月 正博	 公立大学法人山形県立保健医療大学 保健医療学部

�日本腎臓リハビリテーション学会のミッション・ビジョン・バリュー
聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科
	 しばがき	 ゆうご

○�柴垣 有吾

PL

招請講演1� 3月14日（土）　13:00-13:30　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール
	 ふかみ	 けい

座長：深水 圭	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門

�地域医療の今後
社会医療法人弘恵会ヨコクラ病院理事長／日本医師会名誉会長
	 よこくら	 よしたけ

○�横倉 義武

IL01

招請講演2� 3月15日（日）　10:10-11:00　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール
	 あきざわ	 ただお

座長：秋澤 忠男	 昭和医科大学医学部 内科学講座 腎臓内科学部門

�医療関係者に必要な生成 AI の使い方ぜんぶ教えちゃいます
近畿大学医学部皮膚科学教室
	 おおつか	 あつし

○�大塚 篤司

IL02

�重症化予防と深化した共同意思決定（SDM）の推進に向けて
参議院議員（福岡県選出）
	 あきの	 こうぞう

○�秋野 公造

IL03

招請講演3� 3月15日（日）　11:05-11:35　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール
	 ふかみ	 けい

座長：深水 圭	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門
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招請講演4� 3月15日（日）　13:00-13:30　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール
	 やまがた	 くにひろ

座長：山縣 邦弘	 筑波大学医学医療系腎臓内科学

�スポーツは人類を救えるか　～ゴルフによる CKD 重症化予防への挑戦～
スポーツサイエンス総合研究所株式会社 /ゼビオホールディングス株式会社
	 こんの	 やすし

○�近野 泰

IL04

招請講演5� 3月15日（日）　13:35-14:25　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール
	 しばた	 りょう

座長：柴田 了	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門

�自分を知れば未来は変わる
鴻江スポーツアカデミー
	 こうのえ	 ひさお

○�鴻江 寿治

IL05
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大会長企画1� 3月14日（土）　10:10-11:10　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール

医療×AI：変革の時代をどう生きるか�
	 かんだ	 えいいちろう

座長：神田 英一郎	 川崎医科大学 健康管理学
	 はなふさ	 のりお

　　　花房 規男	 東京女子医科大学 血液浄化療法科

大会長企画

�AI による血液透析患者のフレイルと移動能力低下の予測
1 医療法人偕行会 偕行会城西病院 技術部リハビリ課、
2 聖隷クリストファー大学大学院 リハビリテーション科学研究科 博士後期課程、
3 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科
	 たかはし	 れん

○�髙橋 蓮 1, 2、矢部 広樹 3

PS01-1

�AI の腎透析医療への活用
1 東京女子医科大学病院 血液浄化療法科、2 医療法人きぼう 徳田病院
	 いのうえ	 たかひろ

○�井上 貴博 1, 2、平野 一 1、町村 哲郎 1、森 友実 1、宗像 優 1、花房 規男 1

PS01-2

�腎臓リハビリテーションにおける AI 活用の現状と展望
東京女子医科大学 血液浄化療法科
	 はなふさ	 のりお

○�花房 規男、井上 貴博、平野 一

PS01-3

大会長企画2� 3月14日（土）　8:30-10:00　第5会場　5F　大会議室1・2

心腎リハビリテーションの歴史を紐解く 〜心リハ発祥の地、久留米からの発信〜�
	 ふくもと	 よしひろ

座長：福本 義弘	 久留米大学医学部 内科学講座 心臓・血管内科部門
	 まきた	 しげる

　　　牧田 茂	 川口きゅうぽらリハビリテーション病院

�腎臓リハビリテーション：心臓リハビリテーションとの連携
東北医科薬科大学医学部 リハビリテーション学
	 いとう	 おさむ

○�伊藤 修

PS02-2

�心臓リハビリテーションの歴史そして未来
久留米大学医学部 内科学講座 心臓・血管内科部門
	 ふくもと	 よしひろ

○�福本 義弘

PS02-3

�心腎連関を基盤とした心臓リハビリテーションと腎臓リハビリテーションの融合
福岡大学医学部 心臓・血管内科学
	 みうら	 しんいちろう

○�三浦 伸一郎

PS02-4

�腎臓リハビリテーションの歴史について
1 公立大学法人山形県立保健医療大学 保健医療学部、2 東北大学
	 こうづき	 まさひろ

○�上月 正博 1, 2

PS02-1
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学術委員会企画
学術委員会企画　前半� 3月14日（土）　8:30-10:00　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール

腎臓リハビリテーションガイドライン改訂の軌跡と展望�
	 ふじい	 なおひこ

座長：藤井 直彦	 兵庫県立西宮病院 腎臓内科
	 さいとう	 まさかず

　　　齊藤 正和	 順天堂大学 保健医療学部 理学療法学科

�ガイドライン改訂と包括的腎臓リハビリテーション
筑波大学医学医療系腎臓内科学
	 やまがた	 くにひろ

○�山縣 邦弘

AC01-1

�慢性腎臓病患者の運動耐容能評価
1 新潟医療福祉大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、2 嬉泉病院 リハビリテーション科、
3 順天堂大学大学院 医学研究科 腎臓内科学
	 こじま	 しょう

○�小島 将 1、臼井 直人 2, 3

AC01-2

�慢性腎臓病患者のサルコペニア・フレイル、悪液質評価
東京都健康長寿医療センター研究所
	 いまむら	 けいご

○�今村 慶吾

AC01-3

�慢性腎臓病患者の栄養・食事療法
東京医療保健大学 医療保健学部 医療栄養学科
	 きたじま	 ゆきえ

○�北島 幸枝

AC01-4

�腎臓リハビリテーションガイドラインと透析患者の看護
1 兵庫大学 看護学部 看護学科、2 東邦大学 看護学部 看護学科、·
3 東京工科大学 医療保健学部 リハビリテーション学科、·
4 東京大学大学院医学系研究科 ナーシングデータサイエンス講座、·
5 京都大学医学部附属病院 薬剤部、6 大阪医科薬科大学 看護学部 看護学科
	 みずうち	 けいこ

○�水内 恵子1、小坂 志保2、忽那 俊樹3、久貝 波留菜4、國津 侑貴5、大橋 尚弘6

AC01-5

学術委員会企画　後半� 3月15日（日）　8:30-10:00　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール

腎臓リハビリテーションガイドライン改訂の軌跡と展望�
	 そふえ	 ただし

座長：祖父江 理	 香川大学循環器・腎臓・脳卒中内科 
	 ほしの	 じゅんいち

　　　星野 純一	 東京女子医科大学 内科学講座 腎臓内科学分野 

�「腎臓リハビリテーションガイドライン改訂の軌跡と展望」：～保存期 CKD について～
1 亀岡病院腎臓内科、2 筑波大学大学院医学医療系腎臓内科、3 兵庫県立西宮病院腎臓内科、
4 東京女子医科大学腎臓内科
	 とだ	 すすむ

○�戸田 晋 1、中島 修平 2、原田 拓也 2、石橋 駿 2、服部 晃久 2、臼井 俊明 2、藤井 直彦 3、
星野 純一 4
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�血液透析患者の運動療法と今後のリハビリテーション
帝京大学医学部附属溝口病院内科
	 かわらざき	 ひろお

○�河原﨑 宏雄

AS02-2

�腎臓リハビリテーションガイドライン改訂の軌跡と展望（腎移植領域）
1 横浜総合病院 内科・腎センター、2 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科、
3 東邦大学医療センター 大森病院 腎センター、4Department of Nephrology, Mass General Brigham
	 やざわ	 まさひこ

○�谷澤 雅彦 1, 2、小口 英世 3、高上 紀之 3、落合 晋太郎 3、緒方 聖友 2、寺下 真帆 4

AS02-3

�腎臓リハビリテーションガイドライン改定の軌跡と展望：理学療法班
1 順天堂大学 保健医療学部 理学療法学科、2 兵庫医科大学 リハビリテーション学部、
3 大阪公立大学 大学院リハビリテーション学研究科、4 嬉泉病院 リハビリテーション科、
5 新潟医療福祉大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、6 新潟臨港病院 リハビリテーション科、
7聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、8愛仁会リハビリテーション病院 リハ技術部、
9 国立保健医療科学院 保健医療経済評価研究センター、10 国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 理学療法学科
	 さいとう	 まさかず

○�齊藤 正和 1、松沢 良太 2、音部 雄平 3、臼井 直人 4、小島 将 5、白井 信行 6、矢部 広樹 7、松藤 勝太 8、
鈴木 裕太 9、河野 健一 10、

AS02-4

�保存期 CKD および血液透析患者の生活習慣への看護職を含む医療専門職による包括的療養
支援
1 大阪医科薬科大学看護学部、2 東邦大学看護学部、3 東京工科大学医療保健学部、
4 金城学院大学薬学部、5 東京大学大学院 医学系研究科 ナーシングデータサイエンス講座、
6 大阪公立大学看護学部、7 京都大学医学部附属病院薬剤部
	 おおはし	 たかひろ

○�大橋 尚弘 1、小坂 志保 2、忽那 俊樹 3、等 浩太郎 4、久貝 波留菜 5、池田 直隆 6、國津 侑貴 7

AS02-5

�腎臓リハビリテーションにおける運動療法と食事・栄養療法の併用について
1 新潟大学大学院医歯学総合研究科 腎研究センター 病態栄養学講座、
2 国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 栄養部
	 ほそじま	 みちひろ

○�細島 康宏 1、蒲澤 秀門 1、土井 悦子 2
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シンポジウム
シンポジウム1� 3月14日（土）　10:10-11:40　第3会場　4F　Cボックス

遠隔診療による腎臓リハビリテーションの新たな可能性�
	 くさの	 えいじ

座長：草野 英二	 かわしま内科クリニック 理事長 / 自治医大 名誉教授
	 あきざわ	 ただお

　　　秋澤 忠男	 昭和医科大学医学部 内科学講座 腎臓内科学部門

�遠隔リハビリテーションの可能性について
順天堂大学保健医療学部理学療法学科 
	 たかはし	 てつや

○�高橋 哲也

SY01-1

�血液透析患者に対する遠隔腎臓リハビリテーションの可能性と臨床的意義
1 順天堂大学 保健医療学部 理学療法学科、2 福島第一病院 透析室、3 福島第一病院 機器管理室、
4 福島第一病院 循環器内科
	 さいとう	 まさかず

○�齊藤 正和 1、村田 聖弥 2、高橋 佑輔 3、星野 寧人 4

SY01-2

�CBR としての遠隔運動療法の事例報告：オンライン STEC
国際医療福祉大学病院
	 あんどう	 やすひろ

○�安藤 康宏

SY01-3

�遠隔心臓リハビリテーションの現状
昭和医科大学 医学部内科学講座循環器内科学部門
	 こば	 しんじ

○�木庭 新治

SY01-4

�IoT 機器を活用した血液透析患者への遠隔腎臓リハビリテーション：行動変容支援の実践と
課題
1 大阪医科薬科大学 看護学部、2 大阪河﨑リハビリテーション大学、3 昭和医科大学、4 滋慶医療科学大学、
5 東海大学、6 滋慶医療科学大学大学院、7 大阪公立大学、8 大阪大学大学院
	 とびた	 いとこ

○�飛田 伊都子 1、岸村 厚志 2、多久和 善子 3、戸田 満秋 4、山下 哲平 5、椿原 美治 6、廣瀬 稔 4、
伊藤 正人 7、猪阪 善隆 8

SY01-5

シンポジウム2� 3月14日（土）　8:30-10:00　第4会場　4F　中会議室

腎臓リハビリテーションの臨床的有効性と生活機能への貢献を評価する�
	 まつざわ	 りようた

座長：松沢 良太	 兵庫医科大学 リハビリテーション学部 理学療法学科
	 こうの	 けんいち

　　　河野 健一	 国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 理学療法学科

�リハビリテーションの目標（ＫＧ I）と評価指標（K P I）を再考する
国際医療福祉大学病院
	 あんどう	 やすひろ

○�安藤 康宏

SY02-1

�外来血液透析患者を対象とした腎臓リハビリテーションの実施状況とその影響
医療法人社団 偕翔会 静岡事業部
	 くろだ	 さおり

○�黒田 沙織

SY02-2
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�腎臓リハビリテーションは生活機能にどう貢献するか - 導入期・入院期における臨床的評価
と実践 -
1 浜松医科大学医学部附属病院 リハビリテーション部、
2 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、3 市立湖西病院 腎臓内科、
4 浜松医科大学 リハビリテーション医学講座
	 やまぐち	 ともや

○�山口 智也 1、矢部 広樹 2、加藤 明彦 3、山内 克哉 4

SY02-3

�透析患者に対する運動療法の臨床的有効性と生活機能への影響
1 嬉泉病院 リハビリテーション科、2 順天堂大学大学院 医学研究科 腎臓内科学
	 うすい	 なおと

○�臼井 直人 1, 2

SY02-4

�透析患者の腎臓リハビリテーションにおける評価の共有と管理栄養士による活用
1 医療法人社団 にれの杜クリニック 栄養科、2 リハビリテーション科、3 腎臓内科、4 外科
	 おくだ	 えみ

○�奥田 絵美 1、上田 絵里奈 1、山崎 翔子 2、山野 香 2、伊藤 洋輔 3、土橋 誠一郎 4、玉置 透 4

SY02-5

シンポジウム3� 3月14日（土）　16:10-17:40　第5会場　5F　大会議室1・2

未来のリハビリテーション：ロボットとウエアラブル技術の統合�
	 あさみ	 とよこ

座長：浅見 豊子	 医療法人安寿会 田中病院 / 佐賀大学医学部
	 たかはし	 なおこ

　　　高橋 直子	 特定医療法人あかね会 大町土谷クリニック

�腎臓リハビリテーションにおけるリハビリテーション先端機器活用の実践と課題
医療法人安寿会 田中病院 / 佐賀大学医学部
	 あさみ	 とよこ

○�浅見 豊子

SY03-1

�歩行と健康　- ウェアラブルロボットの可能性 -
1 北陸大学 健康未来社会実装センター、2 北陸大学 医療保健学部 理学療法学科
	 おおはた	 こうじ

○�大畑 光司 1, 2

SY03-2

�I T・ロボット技術を活用したリハビリテーション医療の展開 
―DX を活用した情報の「見える化」がポイント―
1 藤田医科大学医学部 ロボット技術活用地域リハビリ医学、2 豊田地域医療センター リハビリテーション科
	 おおた	 きくお

○�太田 喜久夫 1, 2

SY03-3

シンポジウム4� 3月15日（日）　14:40-16:10　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール

多職種協働による腎リハ診療の未来予想図〜何よりも患者さんのために〜�
	 しばがき	 ゆうご

座長：柴垣 有吾	 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科 
	 くらがの	 たかひろ

　　　倉賀野 隆裕	 兵庫医科大学 循環器・透析内科学 

�患者さんが目指す未来・目標を叶えるために腎リハの多職種連携の在り方を考える
東邦大学看護学部
	 こさか	 しほ

○�小坂 志保
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�腎リハ多職種連携のアップデート：患者中心の協働と実装プロセス
聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科
	 やべ	 ひろき

○�矢部 広樹

SY04-2

�他職種協働による腎リハ診療の未来予想図～管理栄養士の立場から～
新光会村上記念病院 栄養科
	 きたばやし	こう

○�北林 紘

SY04-3

�腎リハにおける医師の立ち位置を再考する　ー多職種協働を最大化させる「指揮者」として
の役割ー
兵庫県立西宮病院 腎臓内科
	 ふじい	 なおひこ

○�藤井 直彦

SY04-4

シンポジウム5� 3月15日（日）　8:30-10:00　第3会場　4F　Cボックス

腎リハの未来を創るエビデンスと研究の最前線�
	 たぐち	 けんせい

座長：田口 顕正	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門 
	 ふじい	 なおひこ

　　　藤井 直彦	 兵庫県立西宮病院 腎臓内科

�慢性腎臓病合併サルコペニアの筋線維タイプ特異的代謝変化
東北大学大学院薬学研究科 臨床薬学分野
	 さとう	 えみこ

○�佐藤 恵美子

SY05-1

�サルコペニアと心血管合併症連関におけるマイオカインの役割
島根大学医学部統合腎疾患制御研究・開発センター 腎老化制御部門
	 うえだ	 せいじ

○�上田 誠二

SY05-2

�骨格筋ミトコンドリア機能における運動と栄養の併用効果
福岡大学スポーツ科学部運動生理学研究室
	 ひがき	 やすき

○�檜垣 靖樹

SY05-3

�機械学習による血液透析患者の身体活動パターンの Digital phenotyping と生命予後　～
PROMOTE study ～
大阪大学大学院医学系研究科腎臓内科学
	 かどの	 ひかる

○�角埜 光、坂口 悠介、猪阪 善隆
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シンポジウム6� 3月15日（日）　10:10-11:40　第3会場　4F　Cボックス

診療報酬から考える腎臓リハビリテーションの価値と活用戦略�
	 たけい	 みつお

座長：武居 光雄	 医療法人光心会 諏訪の杜病院
	 みやざき	 まりこ

　　　宮崎 真理子	 東北大学大学院 医学系研究科 腎臓内科学 

�診療報酬制度と医療価値評価の関係とは
日本大学医学部医療管理学分野
	 たくら	 ともゆき

○�田倉 智之

SY06-1

�腎臓リハビリテーションに関する診療報酬：決定の舞台裏と今後の展望
1 公立大学法人山形県立保健医療大学 保健医療学部、2 東北大学
	 こうづき	 まさひろ

○�上月 正博 1, 2

SY06-2

�シームレスな腎臓リハビリテーションを患者に届けるために医療の SDGｓを考える
1 東北大学大学院医学系研究科腎臓内科学、2 東北大学病院 血液浄化療法部、3 東北大学病院 看護部 
	 みやざき	 まりこ

○�宮崎 真理子 1、吉田 舞 1、岡本 好司 1、大江 佑治 1、古川 暁子 2、家入 珠樹 3、八島 友美 3、市岡 智子 3、 
早坂 佳奈子 3、田中 哲洋 1

SY06-3

�「診療報酬から考える腎臓リハビリテーションの価値と活用戦略」
～診療報酬対策委員会からの提言～
1 医療法人光心会 諏訪の杜病院、2 日本腎臓リハビリテーション学会理事・診療報酬対策委員会委員長
	 たけい	 みつお

○�武居 光雄 1, 2

SY06-4

シンポジウム7� 3月15日（日）　14:40-16:10　第3会場　4F　Cボックス

腎臓リハビリテーションを通じた患者支援と看護力�
	 みずうち	 けいこ

座長：水内 恵子	 兵庫大学 看護学部 看護学科 
	 はっとり	 ともこ

　　　服部 智子	 下関市立大学 看護学部 看護学科

�現場で取り組む透析中運動療法～患者支援と看護の視点～
1 医療法人偕行会 透析医療事業部、2 医療法人偕行会 名古屋共立病院 リハビリテーション部
	 くまざわ	 ひとみ

○�熊澤 ひとみ 1、森山 善文 2

SY07-1

�当法人における透析時運動療法の現状と課題
医療法人一陽会原田病院
	 にった	 ちえみ

○�新田 千恵美

SY07-2

�腎臓リハビリテーションを通じた患者指導
香川大学医学部附属病院
	 ふるいち	 なや

○�古市 奈弥
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ジョイントシンポジウム
ジョイントシンポジウム1� 3月14日（土）　8:30-10:00　第3会場　4F　Cボックス
腎不全患者における理学療法の役割と腎臓リハビリテーション

共催：公益社団法人 日本理学療法士協会
	 いがき	 まこと

座長：井垣 誠	 公立豊岡病院組合立豊岡病院 リハビリテーション技術科
	 のむら	 たくお

　　　野村 卓生	 関西医科大学 大学院生涯健康科学研究科 内部障害・産業理学療法分野 リハビリテーション学部 

�透析中運動療法実施後の患者・スタッフの意見：自由記述調査
沖縄第一病院リハビリテーション科
	 とくもと	 りょうた

○�徳元 亮太

JSY01-2

�CKD・透析患者に対する多職種連携における理学療法士の役割について
社会医療法人 創和会 しげい病院 リハビリテーション部
	 しみず	 けんじ

○�清水 賢児

JSY01-3

�腎臓リハビリテーションにおける理学療法士の役割：現状と課題
東京工科大学 医療保健学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻
	 くつな	 としき

○�忽那 俊樹

JSY01-1

�腎不全患者への多角的評価と理学療法の実践
―国際医療福祉大学成田病院の多職種連携と理学療法士の役割―
1 国際医療福祉大学成田病院 リハビリテーション技術部、2 国際医療福祉大学成田病院 腎臓内科、
3 国際医療福祉大学成田病院 リハビリテーション科
	 おわり	 ごう

○�尾張 剛 1、内山 清貴 2、角田 亘 3

JSY01-4

ジョイントシンポジウム2� 3月14日（土）　10:10-11:40　第4会場　4F　中会議室

CKD 進展を防ぐ腎臓リハビリテーション推進のための方策� 共催：一般社団法人 日本腎臓学会
	 なりた	 いちえい

座長：成田 一衛	 公益財団法人新潟県スポーツ協会 新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター
	 みやざき	 まりこ

　　　宮崎 真理子	 東北大学大学院 医学系研究科 腎臓内科学

�CKD 対策における多職種連携と腎臓リハビリテーション
香川大学循環器・腎臓・脳卒中内科
	 そふえ	 ただし

○�祖父江 理

JSY02-1

�慢性腎臓病患者に対する包括的腎臓リハビリテーションを視野に入れた重症化防止策  
― 仙台市 CKD 病診連携事業の立ち上げ経験から ―
1 仙台市立病院 腎臓内科、2 東北大学大学院医学系研究科 腎臓内科学
	 やまもと	 たえ

○�山本 多恵 1、古田 恭平 1、千葉 祐貴 1、山陰 浩 1、髙橋 沙也加 1、貝塚 映 1、宮崎 真理子 2

JSY02-2

�腎臓リハビリテーション推進のための方策：食事・栄養療法
1 新潟大学大学院医歯学総合研究科 腎研究センター 病態栄養学講座、2 長崎県立大学大学院地域創生研究科
	 ほそじま	 みちひろ

○�細島 康宏 1、蒲澤 秀門 1、西岡 心大 2
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ジョイントシンポジウム3� 3月14日（土）　16:10-17:40　第4会場　4F　中会議室
糖尿病患者における腎障害進行予防と運動療法 (SGLT2i, GLP-1RA を含めて )�

共催：一般社団法人 日本糖尿病理学療法学会
	 わだ	 じゅん

座長：和田 淳	 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 腎・免疫・内分泌代謝内科学
	 いがき	 まこと

　　　井垣 誠	 公立豊岡病院組合立豊岡病院 リハビリテーション技術科

�糖尿病関連腎臓病（DKD）における薬物療法の進歩
1 岡山大学学術研究院医歯薬学域 慢性腎不全総合治療学、
2 岡山大学学術研究院医歯薬学域 腎・免疫・内分泌代謝内科学
	 もりなが	 ひろし

○�森永 裕士 1、大西 康博 1、和田 淳 2

JSY03-1

�DKD の重症化予防とリハビリテーション関連職種の関わり方
1 新潟医療福祉大学リハビリテーション学部理学療法学科、2 新潟医療福祉大学運動機能医科学研究所
	 たみや	 はじめ

○�田宮 創 1, 2

JSY03-2

�薬物療法と併用する運動・身体活動の意義と臨床実装上の課題
1 浜松医科大学医学部附属病院 リハビリテーション部、2 国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 理学療法学科 、
3 浜松医科大学 リハビリテーション医学講座
	 ひらの	 ゆうま

○�平野 裕真 1、河野 健一 2、山内 克哉 3

JSY03-3

�『運動してね』の一言で終わらせない、フレイルを有する腎・糖尿病患者に対する運動導入
のポイント
大阪公立大学 大学院リハビリテーション学研究科
	 おとべ	 ゆうへい

○�音部 雄平

JSY03-4

ジョイントシンポジウム4� 3月14日（土）　10:10-11:40　第5会場　5F　大会議室1・2
腎不全における合併症予防とリハビリテーションの統合的アプローチ�

共催：特定非営利活動法人 日本腎不全合併症医学会
	 つちや	 けん

座長：土谷 健	 東京女子医科大学 医学部 血液浄化療法科
	 まさき	 たかお

　　　正木 崇生	 広島大学病院 腎臓内科

�腎臓リハビリテーション領域における CKD-MBD の意味：新 CKD-MBD 診療ガイドライン
と転倒・骨折
地方独立行政法人りんくう総合医療センター 腎臓内科
	 しげまつ	たかし

○�重松 隆

JSY04-1

�腎不全における合併症予防を見据えたリハビリテーションの役割
兵庫医科大学病院 リハビリテーション技術部
	 やまうち	 しんや

○�山内 真哉、笹沼 直樹

JSY04-2

�腎不全と食事療法とフレイルと
東京医科大学 腎臓内科学分野
	 かんの	 よしひこ

○�菅野 義彦、長井 美穂

JSY04-3
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�腎臓リハビリテーションにおける食事療法の実践
茨城キリスト教大学生活科学部
	 いしかわ	 ゆういち

○�石川 祐一

JSY04-4

ジョイントシンポジウム5� 3月14日（土）　14:30-16:00　第5会場　5F　大会議室1・2
腎不全患者における栄養管理とリハビリテーションの相乗効果ー現状とその課題ー�

共催：一般社団法人 日本病態栄養学会
	 かとう	 あきひこ

座長：加藤 明彦	 市立湖西病院 腎臓内科
	 あさい	 かなえ

　　　浅井 加奈枝	 京都大学医学部附属病院 疾患栄養治療部

�保存期 CKD 患者の栄養管理とリハビリテーション
筑波大学 医学医療系 腎臓内科学
	 さいとう	 ちえ

○�斎藤 知栄

JSY05-1

�運動療法と食事・栄養療法の併用効果（透析期）
近畿大学奈良病院 内分泌・代謝・糖尿病内科
	 もり	 かつひと

○�森 克仁

JSY05-2

�腎移植患者における栄養管理とリハビリテーション　－現状と課題－
1 湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター、2 リハビリテーション部、3 栄養管理部
	 ひだか	 すみ

○�日髙 寿美 1、西村 彰紀 2、須山 璃子 3、小林 修三 1

JSY05-3

�腎不全患者のリハビリテーションにおける栄養管理の留意点
佐賀大学医学部附属病院 栄養治療部
	 いば	 ゆみこ

○�射場 裕美子

JSY05-4

�慢性腎臓病患者における栄養×リハビリテーション連携：入院から外来の実装
1 浜松医科大学医学部附属病院 リハビリテーション部、
2 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、3 市立湖西病院 腎臓内科、
4 浜松医科大学 リハビリテーション医学講座
	 やまぐち	 ともや

○�山口 智也 1、矢部 広樹 2、加藤 明彦 3、山内 克哉 4

JSY05-5

ジョイントシンポジウム6� 3月15日（日）　13:00-14:30　第3会場　4F　Cボックス
腹膜透析患者の運動療法と生活の質（QOL）の改善�

共催：特定非営利活動法人 日本腹膜透析医学会
	 あべ	 まさのり

座長：阿部 雅紀	 日本大学医学部 内科学系 腎臓高血圧内分泌内科学分野 
	 よこい	 ひでき

　　　横井 秀基	 熊本大学大学院生命科学研究部 腎臓内科学講座 

�腹膜透析患者におけるオーラルフレイルと身体的フレイル、サルコペニア、栄養障害との関連
日本大学医学部腎臓高血圧内分泌内科
	 さいとう	 ともゆき

○�齋藤 智之、小林 悠、山口 諒、一條 聖美、高島 弘至、丸山 高史、阿部 雅紀
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�腹膜透析患者に対する運動療法の実際と QOL
( 社医 ) 明陽会 成田記念病院 リハビリ室
	 にしかわ	 ことの

○�西川 琴乃

JSY06-2

�医療モデル＋生活モデルで考える腹膜透析：QOL 改善に向けた腎臓リハビリテーション
聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科
	 やべ	 ひろき

○�矢部 広樹

JSY06-3

�腹膜透析患者における運動療法と QOL　―腎臓リハビリテーションガイドライン 2026 を踏
まえて―
1 国際医療福祉大学医学部 腎臓内科学、2 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科
	 うちやま	 きよたか

○�内山 清貴 1、山田 将平 2、櫻田 勉 2

JSY06-4

�身体不活動、孤独にさせない腹膜透析患者の運動療法
社会医療法人愛仁会 井上病院 内科
	 つじもと	 よしひろ

○�辻本 吉広、下村 菜生子、藤原 木綿子、一居 充

JSY06-5

ジョイントシンポジウム7� 3月15日（日）　13:00-14:30　第4会場　4F　中会議室
透析患者の足病変ゼロへ！　運動療法×フットケア統合プログラム構築を目指して！�

共催：一般社団法人 日本フットケア・足病医学会
	 ひだか	 すみ

座長：日髙 寿美	 湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター
	 おか	 ひであき

　　　岡 英明	 松山赤十字病院 腎臓内科

�透析患者の足病変に対するフットケア・リハビリの包括的介入の取り組み
医療法人 衣山クリニック
	 ふじた	 りえ

○�藤田 利枝、藤野 真子、酒井 あゆり、藤本 真由美、野中 じゅん、遠藤 和美、藤方 史朗

JSY07-1

�当院における維持透析患者のフットケアと重症化予防～ 5 年間の実績と評価～
1 医療法人海の弘毅会 北九州腎臓クリニック、2 新北九州腎臓クリニック
	 なかつか	 まりな

○�中塚 麻里菜 1、中野 久栄 1、吉田 幸子 1、案西 敦子 2、海津 梓奈子 1、けき 月玲 1、海津 嘉毅 1、
海津 嘉蔵 2

JSY07-2

�クリニックでの運動療法×フットケア統合プログラム構築について
大分岡病院 リハビリテーション部
	 いまおか	 しんすけ

○�今岡 信介

JSY07-3

�急性期病院での運動療法×フットケア統合プログラム構築について：循環器理学療法からの
視点
小倉記念病院 リハビリテーション課
	 よしむら	 ゆうき

○�吉村 有示

JSY07-4

�腎臓内科医の視点での運動療法×フットケア統合プログラム構築
1 湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター、2 湘南厚木病院 腎臓高血圧内科
	 いしおか	 くにひろ

○�石岡 邦啓 1、守矢 英和 2、大竹 剛靖 1、日髙 寿美 1、小林 修三 1
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�形成外科医の視点での運動療法×フットケア統合プログラム構築～当院の現状と課題より～
1 医療法人真鶴会 小倉第一病院 形成外科、2 同 リハビリテーション科、3 同 腎臓内科
	 いしい	 よしてる

○�石井 義輝 1、木村 明博 2、中村 秀敏 3

JSY07-6

ジョイントシンポジウム8� 3月15日（日）　14:40-16:10　第4会場　4F　中会議室
フレイルを越えて─抗加齢医学と腎リハが創る人生 100 年時代�

共催：一般社団法人 日本抗加齢医学会
	 たむら	 こういち

座長：田村 功一	 横浜市立大学医学部 循環器・腎臓・高血圧内科学 /附属市民総合医療センター
	 わきの	 しゅう

　　　脇野 修	 徳島大学大学院医歯薬学研究部 腎臓内科学分野 

�概日リズムから考える腎抗加齢医療の可能性
慶應義塾大学医学部 腎臓内分泌代謝内科
	 きのうち	 けんいちろう

○�木内 謙一郎

JSY08-1

�オートファジーと腎抗加齢医療
大阪大学大学院医学系研究科腎臓内科学
	 やまもと	 たけし

○�山本 毅士

JSY08-2

�AGE を標的とした腎抗加齢医療
昭和医科大学医学部内科学講座糖尿病代謝内分泌内科学部門
	 やまぎし	しょういち

○�山岸 昌一

JSY08-3

�心腎代謝連関制御 - 抗加齢と非薬物療法・リハビリ？
1 横浜市立大学医学部 循環器・腎臓・高血圧内科学、2 横浜市立大学附属市民総合医療センター
	 たむら	 こういち

○�田村 功一 1, 2

JSY08-4

ジョイントシンポジウム9� 3月15日（日）　8:30-10:00　第5会場　5F　大会議室1・2

腎不全患者の看護ケアとリハビリテーションの統合� 共催：一般社団法人 日本腎不全看護学会
	 はまだ	 まさみ

座長：濵田 昌実	 城西国際大学 看護学部 看護学科 地域在宅公衆衛生看護学分野
	 こさか	 しほ

　　　小坂 志保	 東邦大学 看護学部 

�腸内細菌の異常と腎臓リハビリのへの応用
1 徳島大学大学院医歯薬学研究部 腎臓内科学分野、2 国際医療福祉大学 腎臓内科、3 慶應義塾大学 感染症科 
	 わきの	 しゅう

○�脇野 修 1、田蒔 昌憲 1、内山 清貴 2、吉藤 歩 3

JSY08-5

�CKD total care 実現のための多職種連携ケアのススメ
東邦大学看護学部
	 こさか	 しほ

○�小坂 志保

JSY09-1
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�腎不全患者の看護ケアとリハビリテーションを支える薬物療法－多職種連携につながる薬剤
師の視点－
金城学院大学 薬学部
	 ひとし	 こうたろう

○�等 浩太郎

JSY09-2

�高齢腎不全患者のリハ栄養ケアをチームで実践！～明日から使える食事の工夫～
武庫川女子大学 食物栄養科学部 食物栄養学科
	 かわて	 ゆか

○�川手 由香

JSY09-3

�腎不全患者の看護ケアにおける身体活動評価・介入の重要性～理学療法士の視点～
東京工科大学 医療保健学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻
	 くつな	 としき

○�忽那 俊樹

JSY09-4

ジョイントシンポジウム10� 3月15日（日）　10:10-11:40　第5会場　5F　大会議室1・2

透析患者におけるリハビリテーションの実践と課題� 共催：一般社団法人 日本透析医学会
	 とも	 ただし

座長：友 雅司	 大分大学医学部 附属臨床医工学センター
	 くらがの	 たかひろ

　　　倉賀野 隆裕	 兵庫医科大学 循環器・透析内科学 

�透析リハビリテーションの実践と課題：制度的制約・患者特性・アドヒアランスの壁を超え
るために
1 筑波技術大学保健科学部理学療法学専攻、2 山形県立保健医療大学、
3 東北医科薬科大学医学部リハビリテーション学、4 筑波大学医学医療系腎臓内科学、5 晴山会 平山病院
	 みうら	 みさ

○�三浦 美佐 1、上月 正博 2、伊藤 修 3、斎藤 知栄 4、平山 陽 5、山縣 邦弘 4

JSY10-1

�低栄養透析患者への運動療法の実践と課題
新潟大学大学院医歯学総合研究科 腎研究センター 病態栄養学講座
	 ほそじま	 みちひろ

○�細島 康宏、蒲澤 秀門

JSY10-2

�心不全透析患者への運動療法の実践と課題
兵庫医科大学 リハビリテーション学部 理学療法学科
	 まつざわ	 りょうた

○�松沢 良太

JSY10-3

�糖尿病透析患者への腎臓リハビリテーションの実践と課題
日本大学医学部 内科学系腎臓高血圧内分泌内科学分野
	 あべ	 まさのり

○�阿部 雅紀

JSY10-4

�下肢末梢動脈疾患合併透析患者の運動療法　実践と課題
1 湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター、2 湘南鎌倉総合病院 リハビリテーション部、
3 湘南鎌倉総合病院 血液浄化室
	 おおたけ	 たかやす

○�大竹 剛靖 1、西村 彰紀 2、愛甲 美穂 3、和田 益枝 3、持田 泰寛 1、石岡 邦啓 1、岡 真知子 1、
真栄里 恭子 1、日髙 寿美 1、小林 修三 1

JSY10-5
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ジョイントシンポジウム11� 3月15日（日）　13:00-14:30　第5会場　5F　大会議室1・2
腎臓疾患に伴う精神的ストレスとリハビリテーション：心理的アプローチ�

共催：一般社団法人 日本サイコネフロロジー学会
	 さくらだ	つとむ

座長：櫻田 勉	 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科
	 たけうち	たかし

　　　竹内 崇	 東京科学大学 精神科

�腎臓リハビリテーション開始時および継続に向けた心理的支援の在り方
城西国際大学看護学部看護学科
	 はまだ	 まさみ

○�濱田 昌実、石田 ゆかり

JSY11-2

�慢性腎臓病・透析患者における抑うつと不安について～外因か、内因か、心因か～
福岡大学医学部精神医学教室
	 すがわら	 ひろこ

○�菅原 裕子

JSY11-3

�腎臓疾患患者さんのリハビリテーションを支える～公認心理師としての実践から
埼玉医科大学総合医療センターメンタルクリニック
	 こばやし	 さやか

○�小林 清香

JSY11-4

�SDM で掘りおこす腎臓リハビリテーションの将来
公立学校共済組合 九州中央病院 腎臓内科
	 みついき	 こうじ

○�満生 浩司

JSY11-1
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日本臨床疫学会との協働セミナー
日本臨床疫学会との協働セミナー� 3月14日（土）　14:30-15:30　第4会場　4F　中会議室
臨床疫学研究の勧め～臨床疫学研究を行う上で大切なこと～� 共催：日本臨床疫学会

	 しばがき	 ゆうご

座長：柴垣 有吾	 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科

�臨床疫学研究の勧め～臨床疫学研究を行う上で大切なこと～
九州大学大学院医学研究院 衛生・公衆衛生学分野
	 にのみや	 としはる

○�二宮 利治
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日本音楽療法学会・新百合ヶ丘総合病院音楽部合同セッション
日本音楽療法学会・新百合ヶ丘総合病院音楽部合同セッション�

3月14日（土）　15:50-17:50　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール
	 ふたまた	いずみ

座長：二俣 泉	 昭和音楽大学
	 こばやし	しゅうぞう

　　　小林 修三	 湘南鎌倉総合病院

�音楽療法とは何か－日本と世界における「つながり」を育む介入の本質－
昭和音楽大学
	 ふたまた	いずみ

○�二俣 泉

JS-1

�音楽と脳の機能
湘南慶育病院 脳神経内科
	 すずき	 のりひろ

○�鈴木 則宏

JS-2

�総合診療医としての音楽療法への期待～高齢者施設・緩和ケアの現場から～
湘南鎌倉総合病院 総合診療科
	 くまがえ	 ともひろ

○�熊谷 知博

JS-3

�認知症進展防止 ~ 未病改善の音楽療法実践
昭和音楽大学
	 おおやま	 しょうこ

○�大山 祥子

JS-4

コンサート
指揮：篠崎 倫哉
出演：新百合ヶ丘総合病院音楽部、久留米大学医学部管弦学部、山口 はる絵（ソプラノ）、 
　　　久留米音協合唱団
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ワークショップ

�運動療法のハードルを下げるための腎臓リハビリテーションの実践
―透析患者と現場の試行錯誤から―
1 医療法人敬任会藤井寺敬任会クリニック、2 医療法人友絆平野けいじんクリニック
	 せんざき	 だいき

○�千﨑 大樹 1、山原 英樹 1、北村 哲也 2

WS01-1

�腎老化の進行抑制を目指す一次予防型の腎臓リハビリテーションの新たな可能性
1 筑波大学 体育系 スポーツ医学、2 筑波大学大学院 腎疾患重症化予防・スポーツ腎臓学、
3 自治医科大学 分子病態治療研究センター ミネラル代謝研究部、4 筑波大学 医学医療系 腎臓内科学
	 こさき	 けいせい

○�小﨑 恵生 1, 2、吉越 駿 1, 2、黒尾 誠 2, 3、山縣 邦弘 3, 4

WS01-2

�ウェアラブルデバイスを用いた血液透析患者の身体活動量評価：多施設共同研究
大阪大学大学院医学系研究科腎臓内科学
	 かどの	 ひかる

○�角埜 光、坂口 悠介、猪阪 善隆

WS01-3

ワークショップ1� 3月14日（土）　14:30-16:00　第3会場　4F　Cボックス

多様性が生み出す腎臓リハビリテーションの新たな力：全国での実践状況�
	 やまがた	 くにひろ

座長：山縣 邦弘	 筑波大学医学医療系腎臓内科学
	 とおやま	 ただし

　　　遠山 直志	 福井大学医学部附属病院 腎臓病態内科学

�元気に長生きを支える腎臓リハビリテーション～しっかり食べる美味しい栄養管理～
1 医療法人惺陽会 札幌ふしこ内科・透析クリニック 栄養部、2 医療法人惺陽会 札幌ふしこ内科・透析クリニック
	 さかもと	 きょうこ

○�坂本 杏子 1、角田 政隆 2

WS01-4

�高齢者がよりよく生きる包摂的腎臓リハビリテーション～真心を届ける～
医療法人光心会 諏訪の杜病院
	 たかだ	 あき

○�髙田 亜紀、長尾 貴幸、岡本 威志、岩根 美紀、武居 光雄

WS01-5

ワークショップ2� 3月15日（日）　8:30-10:00　第2会場　3F　久留米座

運動機能の視点からみる腎リハの有用性評価�
	 まつなが	 あつひこ

座長：松永 篤彦	 北里大学 医療衛生学部 リハビリテーション学科
	 のぐち	 まさひろ

　　　野口 雅弘	 北陸大学 医療保健学部 理学療法学科

�腎臓リハビリテーションにおける心肺運動負荷試験（CPX）の活用
1 国際医療福祉大学医学部 腎臓内科学、2 国際医療福祉大学成田病院 リハビリテーション技術部、
3 日本赤十字社医療センター 腎臓内科
	 うちやま	 きよたか

○�内山 清貴 1、尾張 剛 2、寸村 玲奈 3、鷲田 直輝 1
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�身体活動量の視点から見る腎リハの有用性評価
国立長寿医療研究センター 予防老年学研究部
	 しもだ	 たかひろ

○�下田 隆大

WS02-2

�筋力・筋肉量の視点からみる腎リハの有用性評価
1 兵庫医科大学 大学院 リハビリテーション科学研究科、2 医療法人 清医会 三上クリニック 第二分院
	 つじもと	 なおゆき

○�辻元 尚幸 1, 2、松沢 良太 1

WS02-3

�SPPB の視点からみる腎リハの有用性評価
国立保健医療科学院 保健医療経済評価研究センター
	 すずき	 ゆうた

○�鈴木 裕太

WS02-4

�歩行機能（速度）からみた腎リハの有用性評価
1 筑波大学 体育系・スポーツ医学、2 筑波大学大学院 腎疾患重症化予防・スポーツ腎臓学、
3 筑波大学 医学医療系・腎臓内科学
	 よしこし	しゅん

○�吉越 駿 1, 2、小﨑 恵生 1, 2、山縣 邦弘 2, 3

WS02-5

ワークショップ3� 3月15日（日）　8:30-10:00　第4会場　4F　中会議室

運動生理に基づいた効率的な腎臓リハビリテーション�
	 いとう	 おさむ

座長：伊藤 修	 東北医科薬科大学医学部 リハビリテーション学 
	 みちした	 りょうま

　　　道下 竜馬	 福岡大学 スポーツ科学部 

�運動生理に基づいた効率的な腎臓リハビリテーション
聖マリアンナ医科大学 薬理学
	 きだ	 けいすけ

○�木田 圭亮

WS03-1

�腎・糸球体血行動態の視点から運動と腎臓の関係を考える
1 富山県立大学工学部 教養教育センター、2 福岡大学筑紫病院 腎臓内科、3 福岡大学医学部 腎臓・膠原病内科、
4 福岡大学スポーツ科学部
	 かわかみ	しょうたろう

○�川上 翔太郎 1、安野 哲彦 2、升谷 耕介 3、檜垣 靖樹 4、道下 竜馬 4

WS03-2

�尿細管マーカーから考える至適な運動強度と腎臓リハビリテーションの最適化
1 筑波大学 体育系 スポーツ医学、2 筑波大学大学院 腎疾患重症化予防・スポーツ腎臓学
	 こさき	 けいせい

○�小﨑 恵生 1, 2

WS03-3

�慢性腎臓病における骨格筋機能を標的とした運動療法
福島県立医科大学 保健科学部 理学療法学科
	 さとう	 としみ

○�佐藤 聡見

WS03-4
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ワークショップ4� 3月15日（日）　10:10-11:40　第4会場　4F　中会議室

REVEAL-D 研究の現状と今後の展望〜腎リハの力を評価する〜�
	 なりた	 いちえい

座長：成田 一衛	 公益財団法人新潟県スポーツ協会 新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター
	 きだ	 けいすけ

　　　木田 圭亮	 聖マリアンナ医科大学 薬理学 

�REVEAL-D 研究の現在地とこれから
1 国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 理学療法学科、
2 東京女子医科大学 腎臓内科、3 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科、
4 兵庫医科大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、5 大阪公立大学大学院 リハビリテーション学研究科、
6 医療法人美之会 青空クリニック、7 昭和医科大学 臨床疫学研究所、·
8 公益財団法人新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター、
9 筑波大学 大学院人間総合科学研究科疾患医学専攻腎臓内科学、10 聖マリアンナ医科大学 薬理学
	 こうの	 けんいち

○�河野 健一 1、 小林 静佳 2、谷澤 雅彦 3、松沢 良太 4、音部 雄平 5、大内 雄太 6、長谷川 毅 7、成田 一衛 8、
山縣 邦弘 9、木田 圭亮 10、星野 純一 2

WS04-1

�透析患者における腎臓リハビリテーションの実態把握のためのレジストリ研究―前向き研究
について―
1 東京女子医科大学病院 腎臓内科、2 国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 理学療法学科、
3 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科、4 兵庫医科大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、·
5 大阪公立大学大学院 リハビリテーション学研究科、6 医療法人美之会 青空クリニック、
7 昭和医科大学 臨床疫学研究所、8 公益財団法人新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター、
9 筑波大学 大学院人間総合科学研究科疾患医学専攻腎臓内科、10 聖マリアンナ医科大学 薬理学
	 こばやし	 しずか

○�小林 静佳 1、河野 健一 2、谷澤 雅彦 3、松沢 良太 4、音部 雄平 5、大内 雄太 6、長谷川 毅 7、
成田 一衛 8、山縣 邦弘 9、木田 圭亮 10、星野 純一 1

WS04-2

�REVEAL-D への参加と今後に向けての取り組み
1 医療法人青仁会 池田病院 血液浄化センター リハビリテーション、
2 医療法人青仁会 池田病院 血液浄化センター、3 鹿児島大学病院 消化器疾患・生活習慣病分野、
4 医療法人青仁会 池田病院
	 うえたに	 こうへい

○�上谷 耕平 1、有野 友和 2、古城 卓真 2, 3、池田 大輔 4

WS04-3

�腎臓リハビリテーションは透析患者の健康寿命延伸、Life participation 向上に影響するのか
1 社会医療法人愛仁会 井上病院 内科、2 社会医療法人愛仁会井上病院 リハビリテーション科
	 つじもと	 よしひろ

○�辻本 吉広 1、下村 菜生子 1、李 寿恵 2、神谷 亮平 2

WS04-4

�REVEAL-D のデータ収集とその概要
株式会社フレキシブル
	 いしはら	 よしひろ

○�石原 吉浩
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ワークショップ5� 3月15日（日）　14:40-16:10　第5会場　5F　大会議室1・2

腎リハを最大限活かす栄養療法とは�
	 ほそじま	 みちひろ

座長：細島 康宏	 新潟大学 大学院医歯学総合研究科 腎研究センター 病態栄養学講座 
	 どい	 えつこ

　　　土井 悦子	 虎の門病院 栄養部

�保存期 CKD 患者において運動療法と食事・栄養療法の併用についてのシステマティックレ
ヴュー
1 新潟大学病態栄養学講座、2 信楽園病院腎臓内科、3 虎の門病院栄養部
	 かばさわ	 ひでゆき

○�蒲澤 秀門 1、土田 陽平 2、土井 悦子 3、細島 康宏 1

WS05-1

�透析患者における腎臓リハビリテーションの効果の最大化に向けた運動と食事・栄養療法併
用の有用性について
1 名古屋学芸大学管理栄養学部／大学院栄養科学研究科、
2 長崎県立大学看護栄養学部栄養健康学科／大学院地域創生研究科、
3 新潟大学大学院医歯学総合研究科腎研究センター病態栄養学講座
	 うの	 ちはる

○�宇野 千晴 1、西岡 心大 2、細島 康宏 3

WS05-2

�管理栄養士の立場から～食べることは生きること～
医療法人社団 嬉泉会 大島記念嬉泉病院
	 なりた	 あい

○�成田 愛

WS05-3

�腎リハを最大限活かす栄養療法とは～口腔からのアプローチ
Oral Intervention Consultant Lab
	 しらいし	 あい

○�白石 愛
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多職種連携セッション
多職種連携セッション� 3月15日（日）　10:00-11:30　第8会場　4F　スタジオ2

「心腎連携、どう関わる？― 多職種で考える心不全・腎疾患ケアの実践と未来 ―」（心腎カフェ）�
	 まつもと	わたる

座長：松本 和	 元気会横浜病院 リハビリテーション課
	 なかしま	 なおこ

　　　中島 菜穂子	 久留米大学病院 看護部
	 かいだ	 ゆうすけ

基調講演：甲斐田 裕介	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門 
　　　　　�心腎連関を踏まえた腎臓リハビリテーション多職種連携による予後改善
	 ふくしま	 まさと

ファシリテーター：福島 真仁	 久留米大学病院 リハビリテーション部
	 おおの	 こうき

　　　　　　　　　大野 航輝	 新古賀病院 リハビリテーション課
	 かとう	 ゆか

　　　　　　　　　加藤 由香	 社会医療法人 雪の聖母会聖マリア病院 生活習慣病センター
	 きそ	 たかのり

　　　　　　　　　木曽 貴紀	 医療法人 永元会 はしもとじんクリニック 透析室
	 かきはら	 としの

　　　　　　　　　柿原 稔永	 医療法人財団博仁会キナシ大林病院 リハビリテーション科

久留米大学病院 看護部
なかじま　　 なおこ

中島 菜穂子
MDS
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インタラクティブワークショップ
インタラクティブワークショップ1 
� 3月14日（土）　16:10-17:40　第2会場　3F　久留米座
腎リハハンズオンセミナー　腎リハにおける電気刺激の効果的活用法の実践�

共催：株式会社ホーマーイオン研究所
	 まつなが	 あつひこ

座長：松永 篤彦	 北里大学 医療衛生学部 リハビリテーション学科
	 まつせ	 ひろお

　　　松瀬 博夫	 久留米大学病院 リハビリテーション部

�電気刺激療法の基本
久留米大学病院リハビリテーション部
	 まつせ	 ひろお

○�松瀬 博夫

IW01-1

�高齢でサルコペニアを有する透析患者に対する効果的活用法
北里大学 医療衛生学部 リハビリテーション学科
	 まつなが	 あつひこ

○�松永 篤彦

IW01-2

インタラクティブワークショップ2 
� 3月15日（日）　14:40-16:10　第2会場　3F　久留米座
腎リハハンズオンセミナー　超音波を駆使した下肢血流評価方法の実践�

共催：GE ヘルスケア・ジャパン株式会社
	 まつせ	 ひろお

座長：松瀬 博夫	 久留米大学病院 リハビリテーション部 
	 いとう	 しんいちろう

　　　伊藤 慎一郎	 久留米大学病院 臨床検査部 /超音波診断センター

�腎臓リハビリテーションにおける下肢血管評価の意義について
久留米大学病院リハビリテーション部
	 まつせ	 ひろお

○�松瀬 博夫

IW02-1

�下肢血管エコーの評価法について～下肢閉塞性動脈疾患、深部静脈血栓症を中心に～
社会医療法人天神会 新古賀病院 臨床検査課
	 たなか	 かずひろ

○�田中 一弘

IW02-2

�下肢血管エコーの実践―下肢閉塞性動脈疾患、深部静脈血栓症を中心に―
久留米大学病院 臨床検査部／超音波診断センター
	 いとう	 しんいちろう

○�伊藤 慎一郎

IW02-3
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教育講演
教育講演1� 3月14日（土）　8:30-9:00　第6会場　5F　大会議室3

	 まつなが	 あつひこ

座長：松永 篤彦	 北里大学 医療衛生学部 リハビリテーション学科

�腎臓リハビリテーション指導士を目指すために必要なこと
北陸大学 医療保健学部 理学療法学科
	 のぐち	 まさひろ

○�野口 雅弘

EL01

教育講演2� 3月14日（土）　9:00-9:30　第6会場　5F　大会議室3
	 かみじょう	 ゆうじ

座長：上條 祐司	 信州大学医学部附属病院 腎臓内科

�腎臓リハビリテーションにおける腎機能と運動効果の捉え方
労働者健康安全機構 東北労災病院リハビリテーション科
	 はらだ	 たく

○�原田 卓

EL02

教育講演3� 3月14日（土）　9:30-10:00　第6会場　5F　大会議室3
	 なかの	 としあき

座長：中野 敏昭	 九州大学大学院医学研究院 病態機能内科学腎臓研究室 

�腎移植後の腎機能を見据えたリハビリテーション
1 鹿児島大学病院血液浄化療法部 
2 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科腫瘍学講座泌尿器科学分野
	 やまだ	 やすとし

○�山田 保俊 1、榎田 英樹 2

EL03

教育講演4� 3月14日（土）　10:10-10:40　第6会場　5F　大会議室3
	 みうら	 しんいちろう

座長：三浦 伸一郎	 福岡大学医学部 心臓・血管内科学

�透析患者における心肺機能の評価
偕行会 名古屋共立病院 リハビリテーション部
	 もりやま	 よしふみ

○�森山 善文

EL04

教育講演5� 3月14日（土）　10:40-11:10　第6会場　5F　大会議室3
	 ふくだ	 まこと

座長：福田 誠	 佐賀大学医学部 内科学講座 腎臓内科

�慢性腎臓病患者におけるサルコペニアの評価と介入
1 社会医療法人愛仁会 愛仁会リハビリテーション病院 リハ技術部 理学療法科、
2 大阪公立大学大学院医学研究科 代謝内分泌病態内科学、3 社会医療法人愛仁会 井上病院 臨床研究センター、
4 社会医療法人愛仁会 井上病院 リハビリテーション科、5 社会医療法人愛仁会 井上病院 内科
	 まつふじ	 しょうた

○�松藤 勝太 1, 2、庄司 哲雄 2, 3、李 寿恵 4、辻本 吉広 5、繪本 正憲 2
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教育講演6� 3月14日（土）　11:10-11:40　第6会場　5F　大会議室3
	 ひろた	 けいすけ

座長：広田 桂介	 久留米大学病院 リハビリテーション部

�臨床工学技士が支える腎臓リハビリテーション～透析モニタリングの活用と多職種連携にお
ける役割～
1 久留米大学病院 臨床工学センター、2 久留米大学病院 リハビリテーション部、
3 久留米大学医学部 内科学講座腎臓内科部門
	 いまい	 てつろう

○�今井 徹朗 1、原野 裕司 2、広田 桂介 2、山本 遼 3、南 麻希 3、田口 顕正 3、柴田 了 3、深水 圭 3

EL06

教育講演7� 3月15日（日）　8:30-9:00　第6会場　5F　大会議室3
	 きめ	 りょうたろう

座長：木目 良太郎	 東京医科大学 健康増進スポーツ医学分野

�骨格筋保持を支える栄養管理の考え方
1JCHO諫早総合病院 リハビリテーション部、2 久留米大学大学院 医学研究科
	 とみた	 まなぶ

○�富田 学 1, 2

EL07

教育講演8� 3月15日（日）　9:00-9:30　第6会場　5F　大会議室3
	 むこうやま	 まさし

座長：向山 政志	 社会保険大牟田天領病院

�新たなガイドライン JSH2025 に基づく血圧管理戦略
弘恵会ヨコクラ病院
	 かい	 ひさし

○�甲斐 久史

EL08

教育講演9� 3月15日（日）　9:30-10:00　第6会場　5F　大会議室3
	 たなか	 もとこ

座長：田中 元子	 松下会 あけぼのクリニック

�腎リハに必須の CKD-MBD 治療戦略 ～骨折リスク対策～
福岡腎臓内科クリニック
	 たにぐち	 まさとも

○�谷口 正智

EL09

教育講演10� 3月15日（日）　10:10-10:40　第6会場　5F　大会議室3
	 つるや	 かずひこ

座長：鶴屋 和彦	 奈良県立医科大学 医学部 腎臓内科学 

�腎性貧血が腎リハに与える問題点と治療
東北大学大学院医学系研究科 腎臓内科学分野
	 たなか	 てつひろ

○�田中 哲洋
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教育講演11� 3月15日（日）　10:40-11:10　第6会場　5F　大会議室3
	 くわばら	 たかしげ

座長：桒原 孝成	 熊本大学大学院 生命科学研究部 腎臓内科学

�モチベーション維持のための認知行動療法（CBT）の応用
湘南鎌倉総合病院 リハビリテーション部
	 にしむら	 あきのり

○�西村 彰紀

EL11

教育講演12� 3月15日（日）　11:10-11:40　第6会場　5F　大会議室3
	 かない	 ひでとし

座長：金井 英俊	 門司掖済会病院

�血液透析濾過（HDF）が透析患者の運動耐容能に及ぼす影響とその臨床的意義
1 兼愛会 前田医院、2 聖隷クリストファー大学
	 まえだ	 かねのり

○�前田 兼徳 1、矢部 広樹 2
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よくわかるシリーズ
よくわかるシリーズ1� 3月14日（土）　8:30-9:00　第2会場　3F　久留米座

	 ますたに	 こうすけ

座長：升谷 耕介	 福岡大学医学部 腎臓・膠原病内科学

�よくわかる！保存期 CKD の腎リハ Tips ！
1 湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター、2 湘南厚木病院 腎臓高血圧内科
	 いしおか	 くにひろ

○�石岡 邦啓 1、守矢 英和 2、大竹 剛靖 1、日髙 寿美 1、小林 修三 1

YW01

よくわかるシリーズ2� 3月14日（土）　9:00-9:30　第2会場　3F　久留米座
	 おおかわ	 たくや

座長：大川 卓也	 社会福祉法人若草会 特別養護老人ホームわかくさ

�よくわかる！透析患者におけるサルコペニア・ロコモ対策と腎臓リハビリテーションの力
久留米大学病院 リハビリテーション部
	 ひろた	 けいすけ

○�広田 桂介

YW02

よくわかるシリーズ3� 3月14日（土）　9:30-10:00　第2会場　3F　久留米座
	 きくち	 まさお

座長：菊池 正雄	 宮崎大学医学部附属病院 血液浄化療法

�よくわかる！高齢 CKD 患者の包括的腎リハ戦略
帝京大学ちば総合医療センター第三内科学講座（腎臓内科）
	 いとう	 たかふみ

○�伊藤 孝史

YW03

よくわかるシリーズ4� 3月14日（土）　10:10-10:40　第2会場　3F　久留米座
	 かわべ	 のぶひで

座長：河辺 信秀	 東都大学 幕張ヒューマンケア学部 理学療法学科

�よくわかる！理学療法士のためのガイドライン活用術
聖マリアンナ医科大学病院 リハビリテーションセンター
	 ひらき	 こうじ

○�平木 幸治

YW04

よくわかるシリーズ5� 3月14日（土）　10:40-11:10　第2会場　3F　久留米座
	 やました	 まき

座長：山下 麻紀	 安田女子大学 看護学部看護学科 成人看護学

�よくわかる！腎臓リハビリテーションにおける看護と緩和ケア
下関市立大学看護学部看護学科
	 はっとり	 ともこ

○�服部 智子
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よくわかるシリーズ6� 3月14日（土）　11:10-11:40　第2会場　3F　久留米座
	 みやぞの	 もとあき

座長：宮園 素明	 佐賀大学医学部 腎臓内科

�よくわかる！腎臓リハビリテーションにおける画像を用いた筋量・筋質評価
久留米大学医学部 放射線医学講座
	 ながた	 しゅうじ

○�長田 周治

YW06

よくわかるシリーズ7� 3月14日（土）　14:30-15:00　第2会場　3F　久留米座
	 にしむら	 あきのり

座長：西村 彰紀	 湘南鎌倉総合病院 リハビリテーション科

�よくわかる！腎リハの成果を評価するベストな方法　～評価の土台となる、腎臓を循環系と
捉える臨床思考～
仙台青葉学院大学 リハビリテーション学科
	 いとう	 だいすけ

○�伊藤 大亮

YW07

よくわかるシリーズ8� 3月14日（土）　15:00-15:30　第2会場　3F　久留米座
	 ひがし	はるみち

座長：東 治道	 聖マリア病院 腎臓内科

�よくわかる！心腎連関から考える運動療法
神戸大学大学院医学研究科 腎臓内科学
	 ふじい	 ひでき

○�藤井 秀毅

YW08

よくわかるシリーズ9� 3月14日（土）　15:30-16:00　第2会場　3F　久留米座
	 しげまつ	たかし

座長：重松 隆	 地方独立行政法人りんくう総合医療センター 腎臓内科

�よくわかる！尿毒素蓄積がもたらす病態と腎臓リハビリテーションの可能性
1 久留米大学医学部内科学講座腎臓内科部門、2 久留米大学医学部質量分析医学応用研究施設
	 たぐち	 けんせい

○�田口 顕正 1, 2

YW09

よくわかるシリーズ10� 3月15日（日）　10:10-10:40　第2会場　3F　久留米座
	 やまぐち	 ともや

座長：山口 智也	 浜松医科大学医学部附属病院 リハビリテーション部

�よくわかる！患者に合わせた腎リハの運動強度設計
1 関西医科大学 リハビリテーション学部、2 関西医科大学大学院 生涯健康科学研究科
	 のむら	 たくお

○�野村 卓生 1, 2
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よくわかるシリーズ11� 3月15日（日）　10:40-11:10　第2会場　3F　久留米座
	 さいとう	 ちえ

座長：斎藤 知栄	 筑波大学 医学医療系 腎臓内科学 

�よくわかる！モチベーション向上のための実践的アプローチ
医療法人徳洲会湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター 血液浄化室
	 あいこう	 みほ

○�愛甲 美穂

YW11

よくわかるシリーズ12� 3月15日（日）　11:10-11:40　第2会場　3F　久留米座
	 ひらき	 こうじ

座長：平木 幸治	 聖マリアンナ医科大学病院 リハビリテーションセンター

�よくわかる！腎リハの種類別アプローチと臨床応用
聖隷佐倉市民病院 リハビリテーション室
	 たばた	 あき

○�田畑 吾樹

YW12

よくわかるシリーズ13� 3月15日（日）　13:00-13:30　第2会場　3F　久留米座
	 うめき	 ようこ

座長：梅木 陽子	 福岡女子大学 国際文理学部 食・健康学科 

�よくわかる！腎リハに必要な栄養の知識と評価法
東京医療保健大学 医療保健学部 医療栄養学科
	 きたじま	 ゆきえ

○�北島 幸枝

YW13

よくわかるシリーズ14� 3月15日（日）　13:30-14:00　第2会場　3F　久留米座
	 いまさわ	 としゆき

座長：今澤 俊之	 順天堂大学大学院医学研究科 難治性疾患診断・治療学講座 / 腎臓内科学講座 

�よくわかる！ ICT を活用した遠隔腎リハとデータモニタリング
1 大阪河﨑リハビリテーション大学 リハビリテーション学部 作業療法学専攻、2 大阪医科薬科大学 看護学部、
3 昭和医科大学 認定看護師教育センター 腎不全看護分野、4 滋慶医療科学大学 医療科学部 臨床工学科、
5 東海大学 医学部 医学科、6 滋慶医療科学大学 大学院、7 大阪公立大学
	 きしむら	 あつし

○�岸村 厚志 1、飛田 伊都子 2、多久和 善子 3、戸田 満秋 4、山下 哲平 5、椿原 美治 6、伊藤 正人 7

YW14

よくわかるシリーズ15� 3月15日（日）　14:00-14:30　第2会場　3F　久留米座
	 なかしま	あゆむ

座長：中島 歩	 山梨大学大学院 総合研究部 医学域腎臓内科学 

�よくわかる！チーム医療による腎臓リハビリテーションの実践
1 筑波大学医学医療系臨床医学域腎臓内科学、
2 筑波大学大学院人間総合科学研究科腎疾患重症化予防・スポーツ腎臓学
	 うすい	 としあき

○�臼井 俊明 1、斎藤 知栄 1、山縣 邦弘 1, 2

YW15
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ハンズオンセミナー
ハンズオンセミナー� 3月15日（日）　10:30-12:00　ハンズオン会場　2F　展示室3　

�あなたの施設でも明日から腎リハを実践！医療者のための初めての腎リハ体験講座
1 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科、
2 東京工科大学 医療保健学部 リハビリテーション学科、3 東邦大学 看護学部 看護学科、
4 茨城キリスト教大学 生活科学部 食物健康科学科、5 久留米大学病院 リハビリテーション部
	 さくらだ	つとむ

○�櫻田 勉 1、忽那 俊樹 2、小坂 志保 3、石川 祐一 4、広田 桂介 5
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ランチョンセミナー

ランチョンセミナー 2� 3月14日（土）　12:00-12:50　第2会場　3F　久留米座　

� 共催：小野薬品工業株式会社
	 しばがき	 ゆうご

座長：柴垣 有吾	 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科 主任教授

�ファブリー病診療アップデート：理解の深化と早期診断の重要性
1 福岡大学 スポーツ科学部、2 福岡大学病院 循環器内科 ／ 予防・抗加齢・再生医療センター
	 うえはら	 よしなり

○�上原 吉就 1, 2

LS01

ランチョンセミナー 3� 3月14日（土）　12:00-12:50　第3会場　4F　Cボックス

QOL 向上を目指した腎臓リハビリテーションを考える� 共催：株式会社ヴァンティブ
	 はなふさ	 のりお

座長：花房 規男	 東京女子医科大学 血液浄化療法科 教授

�新時代の CKD-MBD 管理と Calcimimetics の役割
九州大学病院 腎疾患治療部 准教授
	 やまだ	 しゅんすけ

○�山田 俊輔

LS02

ランチョンセミナー 4� 3月14日（土）　12:00-12:50　第4会場　4F　中会議室

� 共催：ノーベルファーマ株式会社 / 株式会社メディパルホールディングス
	 さいとう	 ちえ

座長：斎藤 知栄	 筑波大学 医学医療系 臨床医学域 腎臓内科学 准教授

�歩ける透析（HD）をつくる：腎リハ×末梢循環で “一歩 ” を守る 
～一歩ずつ、明日への健康を築く～
富士 足・心臓血管クリニック
	 はなだ	 さやか

○�花田 明香

LS03-1

�高齢患者の QOL 向上に向けた運動療法と透析条件の組み合わせ：PD/HD/HDF を含む検討
聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科
	 やべ	 ひろき

○�矢部 広樹

LS03-2

ランチョンセミナー 1� 3月14日（土）　12:00-12:50　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール

ファブリー病　疾患啓発セミナー� 共催：武田薬品工業株式会社
	 つぼい	 なおたけ

座長：坪井 直毅	 藤田医科大学医学部腎臓内科学 主任教授

�栄養・運動・抗疲労からアプローチする透析患者の健康寿命延伸　ー亜鉛の重要性ー
社会医療法人愛仁会 井上病院
	 つじもと	 よしひろ

○�辻本 吉広

LS04

プ
ロ
グ
ラ
ム
大
会
長
講
演
理
事
長
講
演

招
請
講
演

大
会
長
企
画
学
術
委
員
会

企
画

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ジ
ョ
イ
ン
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
臨
床
疫
学
会
と
の

協
働
セ
ミ
ナ
ー

日
本
音
楽
療
法
学
会
・ 

新
百
合
ヶ
丘
総
合
病
院 

音
楽
部
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

多
職
種
連
携

セ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ 

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

教
育
講
演

よ
く
わ
か
る

シ
リ
ー
ズ

ハ
ン
ズ
オ
ン

セ
ミ
ナ
ー

ラ
ン
チ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー

Ｙ
Ｉ
Ａ 

セ
ッ
シ
ョ
ン

一
般
演
題

索　
引



The 16th Annual Meeting of the Japanese Society of Renal Rehabilitation 57

ランチョンセミナー 5� 3月14日（土）　12:00-12:50　第5会場　5F　大会議室1・2

� 共催：アストラゼネカ株式会社
	 まつい	 れい

座長：松井 礼	 聖マリア病院 透析科 診療部長

�意識改革を！ CKD 患者のカリウム管理を再考する　
松下会 あけぼのクリニック
	 たなか	 もとこ

○�田中 元子

LS05

ランチョンセミナー 6� 3月14日（土）　12:00-12:50　第6会場　5F　大会議室3

ファブリー病 ～腎領域での診断から治療マネジメント～� 共催：住友ファーマ株式会社
	 すずき	 ゆうすけ

座長：鈴木 祐介	 順天堂大学大学院医学研究科 腎臓内科学 教授

�ファブリー病関連腎症の早期発見アプローチ
地方独立行政法人 大牟田市立病院 腎臓内科医長
	 なす	 まこと

○�那須 誠

LS06-1

�ファブリー病見逃しゼロの診療を目指して 
～北海道におけるスクリーニングの成果と治療経験～
旭川医科大学 内科学講座 循環器・腎臓内科学分野 教授
	 なかがわ	 なおき

○�中川 直樹

LS06-2

ランチョンセミナー 7� 3月14日（土）　12:00-12:50　第7会場　4F　小会議室　

� 共催：大塚製薬株式会社
	 いたみ	 のりとも

座長：伊丹 儀友	 医療法人 友秀会 伊丹腎クリニック

�透析患者にカルニチン補充療法は必要か？
日本大学医学部 内科学系 腎臓高血圧内分泌内科学分野 主任教授
	 あべ	 まさのり

○�阿部 雅紀

LS07

ランチョンセミナー 8� 3月15日（日）　12:00-12:50　第1会場　2Ｆ　ザ・グランドホール

� 共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社
	 ふかみ	 けい

座長：深水 圭	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門 主任教授

�CKD 診療における SGLT2 阻害薬の立ち位置 
～10 年にわたるエビデンスの積極活用～ 
島根大学医学部内科学講座（内科学第一）
	 かなさき	 けいぞう

○�金﨑 啓造
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ランチョンセミナー 9� 3月15日（日）　12:00-12:50　第2会場　3F　久留米座

� 共催：グラクソ・スミスクライン株式会社
	 ふるいち	 なや

座長：古市 奈弥	 香川大学医学部附属病院 看護部

�腎臓病患者における感染症と予防および多職種連携の重要性
香川大学医学部附属病院 腎臓内科
	 そふえ	 ただし

○�祖父江 理

LS09

ランチョンセミナー 10� 3月15日（日）　12:00-12:50　第3会場　4F　Cボックス

� 共催：ゼリア新薬工業株式会社
	 うえだ	 せいじ

座長：上田 誠二	 島根大学 医学部 統合腎疾患制御研究・開発センター 腎老化制御部門 特任教授

�高齢者の高カリウム血症治療～併存疾患の治療をあきらめない
九州大学包括的腎不全治療学
	 とりす	 くみこ

○�鳥巣 久美子

LS10

ランチョンセミナー 11� 3月15日（日）　12:00-12:50　第4会場　4F　中会議室

� 共催：協和キリン株式会社
	 ほしの	 じゅんいち

座長：星野 純一	 東京女子医科大学 内科学講座腎臓内科学分野 教授・基幹分野長

�腎性貧血とリハビリテーションの深いつながり
―「動ける身体」を支える腎性貧血治療の多面性―
久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門
	 しばた	 りょう

○�柴田 了

LS11

�腎臓内科の立場で考える糖尿病関連腎臓病の治療戦略 ～フィネレノンへの期待～
福岡大学医学部 腎臓・膠原病内科学 主任教授
	 ますたに	 こうすけ

○�升谷 耕介

LS12

ランチョンセミナー 12� 3月15日（日）　12:00-12:50　第5会場　5F　大会議室1・2

� 共催：バイエル薬品株式会社
	 なかの	 としあき

座長：中野 敏昭	 九州大学病院 腎疾患治療部 部長／九州大学大学院医学研究院 病態機能内科学 准教授
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ランチョンセミナー 13� 3月15日（日）　12:00-12:50　第6会場　5F　大会議室3

ファブリー病診療の最前線 - チーム医療で取り組む希少疾患ケア -� 共催：サノフィ株式会社
	 にしの	 ともや

座長：西野 友哉	 長崎大学病院 腎臓内科 教授

�ファブリー病の病態と骨病変について
神戸大学大学院医学研究科 腎臓内科学
	 ふじい	 ひでき

○�藤井 秀毅

LS13

ランチョンセミナー 14� 3月15日（日）　12:00-12:50　第7会場　4F　小会議室

� 共催：扶桑薬品工業株式会社
	 みついき	 こうじ

座長：満生 浩司	 公立学校共済組合 九州中央病院 腎臓内科 部長

�血液透析患者の穿刺痛を緩和し皮膚も守る 
～エムラクリーム活用の工夫とスキンケアのポイント～
あかね会大町土谷クリニック 院長
	 たかはし	 なおこ

○�高橋 直子
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Young Investigator Award（YIA）セッション
Young Investigator Award（YIA）セッション
� 3月14日（土）16:10-17:40　第3会場　4F　Cボックス

	 ふかみ	 けい

座長：深水 圭	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門
	 なりた	 いちえい

　　　成田 一衛	 公益財団法人新潟県スポーツ協会 新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター
	 しばがき	 ゆうご

審査員：柴垣 有吾	 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科
	 ふかみ	 けい

　　　　深水 圭		 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門
	 なりた	 いちえい

　　　　成田 一衛	 公益財団法人新潟県スポーツ協会 新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター
	 かとう	 あきひこ

　　　　加藤 明彦	 市立湖西病院 腎臓内科
	 はなふさ	 のりお

　　　　花房 規男	 東京女子医科大学 血液浄化療法科
	 かんだ	 えいいちろう

　　　　神田 英一郎	 川崎医科大学 健康管理学
	 ほしの	 じゅんいち

　　　　星野 純一	 東京女子医科大学 内科学講座 腎臓内科学分野

�口腔機能低下症は腎機能低下の独立した予測因子である：CKD 合併高齢心不全患者におけ
る縦断的検討
1 北海道循環器病院心臓リハビリセンター、 2 北海道循環器病院栄養科、 3 北海道循環器病院循環器内科
	 すみよし	りょうた

○�住吉 良太 1、阿部 史 1、前田 諭志 1、横澤 詩織 1、井南 拓 1、村井 明人 1、松本 奈央 1、蝦名 聖佳 1、古川 智也 1、
伊場 弘晟 1、堆 若菜 1、岡本 祐一郎 1、工藤 真斗 1、原田 康子 2、大堀 克彦 1, 3

YIA-1

�ラット骨格筋萎縮モデルへの磁気刺激の有効性
1 東京大学大学院医学系研究科腎臓・内分泌内科、 2 東京大学大学院工学系研究科バイオエンジニアリング専攻
	 ごん	 きよん

○�權 杞映 1、三村 維真理 1、関野 正樹 2、西 裕志 1、南學 正臣 1

YIA-2

�加齢に伴う腎機能低下に有酸素性運動能力が及ぼす影響：血清クレアチニンと血清シスタチ
ン C を用いた比較
1 筑波大学、 2 東京農業大学、 3 早稲田大学、 4 自治医科大学
	 よしこし	しゅん

○�吉越 駿 1、小﨑 恵生 1、森 翔也 2、前田 清司 3、黒尾 誠 4、山縣 邦弘 1

YIA-3

�血液透析患者における 3 年間の縦断的な身体機能変化を規定する因子：多施設前向きコホー
ト研究
1 若松あおいクリニック、 2 福島県立医科大学大学院保健科学部、·
3Renal Exercise and physical activity network、 4 嬉泉病院リハビリテーション科、·
5 順天堂大学保健医療学部理学療法学科
	 ものえ	しゅん

○�物江 俊 1, 2, 3、佐藤 聡見 2, 3、臼井 直人 3, 4、阿部 義史 3、岡村 大介 3、河西 利昌 3、佐藤 陽一 3、白井 信行 3、
篠崎 信人 3、島野 優 3、高橋 治憲 3、野地 剛史 3、野田 生純 3、三上 健太 3、齊藤 正和 3, 5

YIA-4

�保存期 CKD 患者における植物性たんぱく食の効果：PLANT-CKD trial
大阪大学大学院医学系研究科 腎臓内科学
	 うわとこ	りゅうた

○�上床 隆太、坂口 悠介、角埜 光、福田 俊悟、川野 祐暉、岡 樹史、貝森 淳哉、猪阪 善隆

YIA-5
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�血液透析患者における身体機能と栄養指標の組み合わせによる生命予後予測能の検証 :　
REPnet-HD Study
1 医療法人邦友会小田原循環器病院心臓リハビリテーション室、 2 医療法人湘星会小田原腎内科クリニック、·
3 順天堂大学大学院保健医療学研究科理学療法学専攻、 4 嬉泉病院リハビリテーション科、·
5Renal Exercise and Physical activity network
	 のじ	 たかふみ

○�野地 剛史 1, 2, 3, 5、臼井 直人 4, 5、阿部 義史 5、岡村 大介 5、小島 将 5、佐藤 陽一 5、作山 晃裕 5、白井 信行 5、
篠崎 信人 5、島野 優 3, 5、高橋 治憲 5、野田 生純 5、松土 智加 5、三上 健太 5、齊藤 正和 3, 5

YIA-6
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一般演題口演
一般演題口演1� 3月14日（土）14:30-15:30　第6会場　5F　大会議室3

透析関連 1
	 たかた	 ともあき

座長：高田 知朗	 鳥取大学医学部附属病院 腎臓内科
	 たけだ	 なおこ

　　　武田 尚子	 公立甲賀病院 腎臓内科

�透析中リハビリの実施促進に向けた患者とスタッフの意識調査
1 玉島中央病院 医療技術部 リハビリテーション課、 2 玉島中央病院 看護部、·
3 玉島中央病院 医療技術部 臨床工学課、 4 玉島中央病院 泌尿器科、 5 玉島中央病院 循環器内科
	 にしお	 よしあき

○�西尾 佳晃 1、小寺 泰徳 1、小野 昌平 1、船尾 真弓 2、辻 晃弘 3、山根 和美 3、中塚 騰太 4、三好 章仁 5

O1-1

�短期入院プログラム「フレイル対策入院」の臨床的有用性の検討
1 社会医療法人名古屋記念財団 新生会第一病院 老年内科、·
2 社会医療法人名古屋記念財団 新生会第一病院 リハビリ科、·
3 社会医療法人名古屋記念財団 名古屋記念病院 薬剤科、·
4 社会医療法人名古屋記念財団 新生会第一病院 腎臓内科
	 いな	 けんじ

○�伊奈 研次 1、米持 利枝 2、長坂 美紀 2、西山 翔大 2、水田 早智子 2、壁谷 めぐみ 3、高橋 彩子 4

O1-2

�理学療法士養成課程在学中の学生における平常時および災害時の血液透析に関する知識の調査
県立広島大学
	 さとう	 ゆうた

○�佐藤 勇太、田中 聡、積山 和加子

O1-3

�外来血液透析患者における認知機能のスクリーニングとの関連　~Mini-Cog は実用可能な評
価となりうるか ~
1 西京都病院 リハビリテーション部、 2 京都橘大学 健康科学部、 3 西京都病院 看護部、 4 西京都病院 腎臓内科
	 あやき	 いおり

○�綾木 伊織 1、古河 琢也 1、永田 悠行 1、坂野 裕也 1、窓場 勝之 1、宮﨑 純弥 2、松尾 勇子 3、大西 彰 4

O1-4

�透析中の有酸素運動における運動時間の違いが血圧低下抑制効果に及ぼす影響
医療法人千徳会 桜ヶ丘病院 リハビリテーション科
	 やました	のりゆき

○�山下 倫礼、貴志 千秋、水田 達也、西原 誘作、三木 康平、林 好加、信貴 勇佑、小田 稔、成川 暢彦

O1-5

�外来透析患者の ADL の困難さに関連する要因　～倦怠感に着目して～
1 西京都病院 リハビリテーション部、 2 京都橘大学 健康科学部、 3 西京都病院 看護部、 4 西京都病院 腎臓内科
	 ふるかわ	 たくや

○�古河 琢也 1、綾木 伊織 1、永田 悠行 1、坂野 裕也 1、窓場 勝之 1、宮﨑 純弥 2、松尾 勇子 3、大西 彰 4

O1-6
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一般演題口演2� 3月14日（土）15:30-16:30　第6会場　5F　大会議室3

透析関連 2
	 みついき	 こうじ

座長：満生 浩司	 公立学校共済組合九州中央病院 腎臓内科
	 やざわ	 まさひこ

　　　谷澤 雅彦	 横浜総合病院内科・腎センター

�保存期慢性腎不全から腹膜透析導入に生じる身体機能低下の改善に継続したリハビリテー
ションが寄与した一例
1 帝京大学医学部附属溝口病院 リハビリテーション部、 2 帝京大学医学部附属溝口病院 内科、·
3 帝京大学医学部附属溝口病院 リハビリテーション科
	 すずき	 かんたろう

○�鈴木 貫太郎 1、河原﨑 宏雄 2、浅沼 大地 1、原 元彦 3

O2-1

�維持血液透析患者における MICS スコアは感染症死亡リスクと関連する：Q コホート研究
1 九州大学病院 腎疾患治療部、 2 福岡腎臓内科クリニック、 3 奈良県立医科大学 腎臓内科学
	 こもた	 けいすけ

○�菰田 圭佑 1、山田 俊輔 1、谷口 正智 2、鶴屋 和彦 3、中野 敏昭 1

O2-2

�外来血液透析患者における嚥下障害の有症率と関連因子の検討
1 聖隷佐倉市民病院リハビリテーション室、·
2 聖隷クリストファー大学大学院リハビリテーション科学研究科摂食嚥下障害学領域、·
3 聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部理学療法学科、·
4 聖隷クリストファー大学リハビリテーション学部言語聴覚学科、 5 聖隷佐倉市民病院腎臓内科
	 かわかみ	 りな

○�川上 里奈 1, 2、田畑 吾樹 1、三嶽 侑哉 1、大野 隼汰 1、矢部 広樹 3、柴本 勇 2, 4、藤井 隆之 5

O2-3

�腹膜透析から血液透析導入した患者における腎リハ介入の経験
1 同愛会・博愛病院 腎臓外科、 2 リハビリテーション科
	 すぎたに	あつし

○�杉谷 篤 1、原 大樹 2、酒井 寧々 2

O2-4

�維持血液透析患者における透析時運動指導と透析後疲労の関係
1 長崎みなとメディカルセンター 腎臓内科、 2 同 看護部、 3 同 リハビリテーション部、·
4 長崎大学病院 腎臓内科
	 さかい	 みなこ

○�坂井 南子 1、山下 裕 1、福田 はるか 1、阿部 伸一 1、杵築 弘実 2、中村 匡雄 3、鳥越 健太 4、西野 友哉 4

O2-5

�感染症に伴う炎症状態を有する入院中の血液透析患者に対する運動介入方法の検討：症例検討
1 医療法人偕行会 偕行会城西病院 技術部リハビリ課、·
2 聖隷クリストファー大学大学院 リハビリテーション科学研究科 博士前期課程、·
3 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、·
4 聖隷クリストファー大学大学院 リハビリテーション科学研究科 博士後期課程、·
5 医療法人偕行会 偕行会城西病院 腎臓内科
	 まつい	 あゆな

○�松井 明由奈 1, 2、矢部 広樹 3、髙橋 蓮 1, 4、日比野 貴志 1、瀧聞 佳菜 1、関谷 由夏 5

O2-6
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一般演題口演3� 3月14日（土）16:30-17:30　第6会場　5F　大会議室3

透析関連 3
	 いとう	 さくや

座長：伊藤 佐久耶	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門
	 かい	 ひらやす

　　　甲斐 平康	 茨城県立中央病院 透析センター／筑波大学附属病院 茨城県地域臨床教育センター

�念願の透析時リハビリテーションを始めました。～急性期病院での立ち上げ～
1 宇治武田病院 血液透析科、 2 宇治武田病院 リハビリテーション科、 3 宇治武田病院 看護部、·
4 宇治武田病院 臨床工学科、 5 宇治武田病院 栄養科、 6 宇治武田病院 整形外科
	 いぬい	 えみ

○�乾 恵美 1、草野 奈央 2、槌田 紗矢 3、川北 美絵 3、山名 信子 3、中村 敏彦 3、牧 楓 2、草野 里佳 2、三木 菜摘 2、
兒島 未佳 2、西村 雄次郎 4、山﨑 由香 3、秋本 喜英 2、小西 弘幸 5、金 郁喆 6

O3-1

�Explainable AI を用いた透析患者の身体機能・活動性評価の新たな視点 
ー透析パラメータの関連解析ー
1JA 長野厚生連 南長野医療センター 篠ノ井総合病院 臨床工学科、
2JA長野厚生連 南長野医療センター  篠ノ井総合病院 看護部 人工腎センター、
3JA長野厚生連 南長野医療センター 篠ノ井総合病院 リハビリテーション科、
4 JA 長野厚生連 南長野医療センター 篠ノ井総合病院 腎臓内科
	 きたむら	けんたろう

○�北村 健太郎 1、春日 稔 1、宮澤 法幸 1、関原 宏幸 1、関谷 順子 2、佐藤 ともみ 2、松葉 侑樹 3、橘 良 3、清水 弘子 3、
三浦 和晃 4、栗原 重和 4、竹前 宏昭 4、穴山 万理子 4、牧野 靖 4

O3-2

�冠動脈疾患を合併した慢性維持透析症例に対する statin の重大心血管事象の二次予防効果 :
メタ解析による検証
獨協医大埼玉医療センター 循環器内科
	 いしかわ	 てつや

○�石川 哲也、志村 暢紀

O3-3

�高度肥満を伴う血液透析症例へのチルゼパチドの使用経験
1 佐賀大学医学部 内科学講座 腎臓内科、 2 千葉内科循環器科、 3 佐賀大学医学部栄養治療部
	 ふくだ	まこと

○�福田 誠 1、神邊 由布 1、一木 亜由美 1、木村 縁 1、石田 亜由美 1、橋本 康平 1、野中 枝理子 1、山﨑 政虎 1、
吉原 万貴 1、射場 裕美子 3、井手 瑞希 2、千葉 未知夫 2、宮園 素明 1

O3-4

�外来血液透析患者に対する Electronic Taste Stimulation の塩味感受性への影響：症例集積
研究
1 医療法人偕行会 偕行会城西病院 技術部リハビリ課、·
2 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション科学研究科 博士後期課程、·
3 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、·
4 医療法人偕行会 偕行会城西病院 腎臓内科、·
5 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション科学研究科 博士前期課程、 6 株式会社UBeing、·
7 名古屋大学医学部附属病院 脳神経内科、 8 医療法人偕行会 法人本部
	 たかはし	れん

○�髙橋 蓮 1, 2、矢部 広樹 3、石川 英昭 4、日比野 貴志 1、瀧聞 佳菜 1、松井 明由奈 1, 5、福島 大喜 6, 7、山田 哲也 8

O3-5

�腎不全患者での低カリウムレタス摂取の安全性の検討
1 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門、 2 医療法人山陽会いやさか腎クリニック、·
3 株式会社メディカルドライブフーズ
	 なかやま	ようすけ

○�中山 陽介 1.2、岡部 正晴 3、深水 圭 1

O3-6
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一般演題口演4� 3月14日（土）8:30-9:30　第7会場　4F　小会議室

音楽療法・メンタルヘルス
	 こうとく	 かずこ

座長：神徳 和子	 福岡大学医学部 看護学科
	 たかだ	 あき

　　　髙田 亜紀	 医療法人光心会 諏訪の杜病院

�血液透析患者における音楽関連の介入のシステマティックレビュー・メタ解析
1 昭和医科大学藤が丘病院 腎臓内科、 2 昭和医科大学 臨床疫学研究所、 3 聖路加国際大学、·
4 昭和医科大学 腎臓内科、 5 昭和医科大学横浜市北部病院 こどもセンター、·
6 昭和医科大学江東豊洲病院 こどもセンター、 7 昭和医科大学横浜市北部病院 メンタルケアセンター、·
8 イリノイ大学シカゴ校、 9 所属なし
	 にしわき	 ひろき

○�西脇 宏樹 1、長谷川 毅 2、大田 えりか 3、鈴木 泰平 4、渡邊 佳孝 5、阿部 祥英 6、富岡 大 7、Davey Li8、
Yunan Han8、近藤 大地 9、Tanika Kelly8

O4-1

�音楽療法（歌唱活動）による透析患者の運動参加促進
医療法人援腎会 あさか野泌尿器透析クリニック
	 いりたに	 まゆこ

○�入谷 麻祐子、和泉 桃永、石井 薫、吉田 貴之、原 博子、新田 浩司

O4-2

�獅子踊を通して意欲の改善がみられた症例－人間作業モデルでの一考察
( 公財 ) 鷹揚郷腎研究所弘前病院
	 いわぶち	 くみこ

○�岩渕 久美子、柴田 薫、川﨑 忍、齋川 友、佐藤 佑紀、大沢 弘、齋藤 久夫、鈴木 唯司

O4-3

�慢性腎臓病患者の運動に対する動機づけを支援したことで身体活動量が増大した一例
IMS 医療法人社団明芳会イムスリハビリテーションセンター東京葛飾病院リハビリテーション科
	 つしま	 けいすけ

○�津嶌 圭佑

O4-4

�「透析治療を継続か見合わせるか」の倫理的問題に対し多職種検討会を開催した高齢透析患
者のリハビリの経験
1 特定医療法人 衆済会 増子記念病院 リハビリテーション科、 2 特定医療法人 衆済会 増子記念病院 看護部、·
3 特定医療法人 衆済会 増子記念病院 腎臓内科
	 ふじわら	 ゆうた

○�藤原 雄大 1、今井 眞里 2、近藤 千華 3、小関 裕二 1

O4-5

�配偶者との死別と透析導入が重なり甚大な喪失体験となった患者に対して，心理的支援を
行った一例
1 筑波大学附属病院腎臓内科、 2 筑波大学附属病院循環器内科、 3 筑波大学附属病院看護部、·
4 筑波大学附属病院臨床心理部
	 なかざわ	 かずと

○�中澤 和人 1、臼井 俊明 1、中島 健太郎 1、原田 拓也 1、清水 達也 1、角田 亮也 1、森戸 直記 1、間瀬 かおり 1、
斎藤 知栄 1、江頭 航大 2、村越 伸行 2、溝上 君江 3、永田 幸子 4、臼井 丈一 1、山縣 邦弘 1
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一般演題口演5� 3月14日（土）9:30-10:30　第7会場　4F　小会議室

チーム医療
	 なかの	 かおる

座長：中野 薫	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門
	 くまさか	りゅういちろう

　　　熊坂 隆一郎	 社会医療法人 高橋病院 内科

�慢性腎臓病患者における在宅復帰支援：不安感可視化を用いた多職種連携の有用性 ―一症
例報告 ―
1 大牟田市立病院 リハビリテーション科、 2 大牟田市立病院 腎臓内科
	 ふかくさ	ゆうだい

○�深草 湧大 1、吉永 渉 1、小田原 健一 2、山下 満博 1、那須 誠 2

O5-1

�腎臓学修入院における臨床検査技師参入の効果について
1 帝京大学医学部附属溝口病院 中央検査部、 2 帝京大学医学部附属溝口病院 リハビリテーション部、·
3 帝京大学医学部附属溝口病院 看護部、 4 帝京大学医学部附属溝口病院 薬剤部、·
5 帝京大学医学部附属溝口病院 栄養部、 6 帝京大学医学部附属溝口病院 ME部、·
7 帝京大学医学部附属溝口病院 内科
	 にしやま	 だいき

○�西山 大揮 1、浅沼 大地 2、小畑 美貴子 3、石川 優菜 3、山口 真生 3、久保田 環 4、江口 裕之 5、永峰 竜太 6、
山﨑 武 1、河原﨑 宏雄 7

O5-2

�下肢疼痛による活動制限を有する透析患者に対して歩行器導入を行った実践報告―多職種協
業を通して－
医療法人白楊会 上社白楊クリニック
	 かわさき	 ちあき

○�河﨑 千明、加藤 瞭弥、加藤 千詠美、高野 真梨奈、丹下 良美

O5-3

�臨床工学技士を中心とした腎臓リハビリチームの設立
博仁会キナシ大林病院
	 ただ	 ゆうや

○�多田 裕也、松川 美恋、福井 翔裕、真鍋 侑資、大西 智一郎、大林 弘明

O5-4

�転倒転落アセスメントスコアシートを活用した入院時フローチャートが自宅退院に与える効
果
1 公立八女総合病院 リハビリテーション科、 2 公立八女総合病院 看護部、 3 公立八女総合病院 腎臓内科
	 もりさわ	 ゆうき

○�森澤 勇喜 1、真子 裕太 1、棚町 政則 2、吉田 達郎 1、國武 亜由美 1、大原 敦子 3

O5-5

�身体抑制・経管栄養下の長期入院透析患者に対する個別リハ介入で食事・移乗動作を獲得し
た症例
1 徳田病院 リハビリテーション室、 2 徳田病院 腎臓内科
	 たかはし	きょうへい

○�高橋 京平 1、山田 哲夫 1、井上 貴博 2
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一般演題口演6� 3月14日（土）10:30-11:30　第7会場　4F　小会議室

栄養・食事療法
	 おくだ	 えみ

座長：奥田 絵美	 医療法人社団 にれの杜クリニック 栄養科
	 ささき	 ゆうこ

　　　佐々木 裕子	 仙台白百合女子大学 人間学部健康栄養学科

�日本食パターンの食事形式が慢性腎臓病の発症に及ぼす影響：新潟県の地域住民データベー
スより
1 新潟大学医学部 医学科、 2 新潟大学大学院医歯学総合研究科 腎研究センター 腎・膠原病内科学分野、·
3 新潟大学大学院医歯学総合研究科 腎研究センター 病態栄養学講座、·
4 新潟大学大学院医歯学総合研究科 健康増進医学講座、·
5 良女子大学生活環境学部食物栄養学科 公衆栄養学分野
	 たけなか	 だいき

○�竹中 大樹 1、田中 舞 2、蒲澤 秀門 3、蒲澤 佳子 4、伊藤 由美 4、田中 純太 4、高地 リベカ 5、山本 卓 2、
細島 康宏 3

O6-1

�腎臓内科外来栄養指導を行った患者の傾向について
1 佐賀大学医学部附属病院 栄養治療部、 2 佐賀大学医学部附属病院 腎臓内科
	 いば	 ゆみこ

○�射場 裕美子 1、福田 誠 2、宮園 素明 2

O6-2

�栄養状態と保存期 CKD 患者の腎予後の関連　- 福島 CKD コホート研究 -
1 福島県立医科大学 腎臓高血圧内科学講座、·
2 福島県立医科大学 先端地域生活習慣病治療学講座、·
3 福島県立医科大学 糖尿病内分泌代謝内科学講座、 4 岩手医科大学 腎・高血圧内科
	 たなか	 けんいち

○�田中 健一 1, 2、木村  浩 1, 2、齋藤 浩孝 1、島袋 充生 2, 3、旭 浩一 2, 4、渡辺 毅 2、風間 順一郎 1, 2

O6-3

�低たんぱく質食事療法施行中の保存期 CKD 患者における筋肉量減少に関連する因子の検索
1 新潟大学大学院医歯学総合研究科 腎研究センター 腎・膠原病内科学分野、·
2 新潟大学大学院医歯学総合研究科 腎研究センター 病態栄養学講座、·
3 新潟医療福祉大学 健康科学部 健康栄養学科、 4 新潟県立大学 人間生活学部 健康栄養学科
	 のうとみ	 さとこ

○�納富 智子 1, 2, 3、蒲澤 秀門 2、村山 稔子 4、田中 舞 1, 2、山本 卓 1、細島 康宏 2

O6-4

�外来維持血液透析の栄養指標スクリーニングに関する検討
1 社会医療法人創和会 しげい病院 栄養管理部、 2 社会医療法人創和会 しげい病院 血液浄化療法センター、·
3 社会医療法人創和会 しげい病院 リハビリテーション部
	 いしはら	 あやか

○�石原 彩華 1、高見 里美 1、高原 花菜 1、中尾 敦子 2、清水 賢児 3

O6-5

�食事カルシウムとマグネシウムとその比とアルブミン尿の関連
1 新潟大学大学院医歯学総合研究科 健康増進医学講座、·
2 新潟大学大学院医歯学総合研究科 腎研究センター 病態栄養学講座、·
3 奈良女子大学 生活環境学部食物栄養学科 公衆栄養学分野、·
4 新潟大学大学院医歯学総合研究科 環境予防医学分野、·
5 新潟大学大学院医歯学総合研究科 腎研究センター 腎膠原病内科学分野
	 かばさわ	 けいこ

○�蒲澤 佳子 1、細島 康宏 2、高地 リベカ 3、中村 和利 4、伊藤 由美 1、山本 卓 5
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一般演題口演7� 3月14日（土）14:30-15:30　第7会場　4F　小会議室

サルコペニア１
	 こだま	 ごう

座長：児玉 豪	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門
	 あだち	 ゆういち

　　　安達 裕一	 公益財団法人榊原記念財団附属 榊原記念病院 リハビリテーション科

�サルコペニア基準のアップデート：AWGS2025 の血液透析患者への適用
1 医療法人 清医会 三上クリニック、 2 兵庫医科大学 大学院 リハビリテーション科学研究科、
3 医療法人社団 光生会 さがみ循環器クリニック、
4 東京医療学院大学 保健医療学部 リハビリテーション学科、 5 筑波大学 体育系、
6 日本医療大学 保健医療学部 リハビリテーション学科、
7 国立保健医療科学院 保健医療経済評価研究センター、
8 金沢医科大学 一般教育機構、9 医療法人社団 藍蒼会 しもかど腎透析クリニック、·
10 北里大学 大学院 医療系研究科
	 つじもと	なおゆき

○�辻元 尚幸 1、松沢 良太 2、原田 愛永 3、渡邊 孝明 4、吉越 駿 5、山部 早智 6、阿部 義史 4、鈴木 裕太 7、松永 祐輔 8、
三上 貴子 1、金子 哲也 1、下門 清志 9、松永 篤彦 10、玉木 彰 2

O7-1

�血液透析患者における下腿周囲長に影響を与える因子の検討
公益財団法人鷹揚郷 腎研究所 弘前病院
	 かわさき	しのぶ

○�川﨑 忍、岩渕 久美子、佐藤 佑紀、齋川 友、柴田 薫、大沢 弘、齋藤 久夫、鈴木 唯司

O7-2

�透析患者の運動機能と長期予後の関連　-5 年生存者と非生存者の比較検討 -
医療法人十宇会 野島病院リハビリテーション科
	 まつしま	いっせい

○�松島 一誠

O7-3

�血液透析患者における低骨格筋量判定のための疾患特異的な握力基準値の探索
社会医療法人豊生会 東苗穂病院 リハビリテーション部
	 あきやま	よしふみ

○�秋山 慶文

O7-4

�保存期 CKD 患者における Skeletal Muscle mass Index および Sonographic Thigh Adjustment 
Ratio の特徴
1 関西電力病院 リハビリテーション部、 2 関西電力病院 リハビリテーション科、 3 関西電力病院 腎臓内科
	 うらべ	 じゅんじ

○�浦邊 順史 1、平澤 良和 1、堀田 旭 1、谷名 英章 1、渡瀬 涼 1、松下 愛里 1、惠飛須 俊彦 1, 2、石井 輝 3

O7-5

�外来血液透析患者における呼吸サルコペニアの有病率と ADL difficulty との関係
1KKR 高松病院 リハビリテーションセンター、 2 岡山医療専門職大学 健康科学部 理学療法学科、 3KKR高松
病院 血液浄化センター、 4KKR高松病院 腎臓内科
	 ながい	 しおん

○�長井 梓苑 1、片岡 弘明 2、宮崎 慎二郎 1、石川 尚輝 3、岩田 康伸 3、松原 啓介 4
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一般演題口演8� 3月14日（土）15:30-16:30　第7会場　4F　小会議室

サルコペニア２
	 かばさわ	 けいこ

座長：蒲澤 佳子	 新潟大学大学院医歯学総合研究科 健康増進医学講座
	 おおにし	 やすひろ

　　　大西 康博	 岡山大学学術研究院医歯薬学域 慢性腎不全総合治療学講座

�血液透析患者における血清クレアチニンとサルコペニアの発症・進行：多施設共同後ろ向き
コホート研究
1 医療法人 清医会 三上クリニック、 2 兵庫医科大学 大学院 リハビリテーション科学研究科、·
3 医療法人社団 光生会 さがみ循環器クリニック、 4 東京医療学院大学 保健医療学部 リハビリテーション学科、
5 筑波大学 体育系、 6 日本医療大学 保健医療学部 リハビリテーション学科、·
7 国立保健医療科学院 保健医療経済評価研究センター、 8 金沢医科大学 一般教育機構、·
9 医療法人社団 藍蒼会 しもかど腎透析クリニック、10 北里大学 大学院 医療系研究科
	 つじもと	なおゆき

○�辻元 尚幸 1, 2、松沢 良太 2、原田 愛永 3、渡邊 孝明 4、吉越 駿 5、山部 早智 6、阿部 義史 4、鈴木 裕太 7、
松永 祐輔 8、三上 貴子 1、金子 哲也 1、下門 清志 9、松永 篤彦 10、玉木 彰 2

O8-1

�フレイルの有無が透析中運動療法の生命予後改善効果に与える影響
1 医療法人偕行会 名古屋共立病院 リハビリテーション部、·
2 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、·
3 医療法人偕行会 偕行会城西病院 技術部リハビリ課、 4 医療法人偕行会 偕行会ウェルネスセンター、·
5 医療法人偕行会 透析医療事業部
	 なかの	 はるか

○�中野 晴香 1、矢部 広樹 2、清田 明保 1、夏目 大輝 1、髙橋 蓮 3、森山 善文 4、山田 哲也 5

O8-2

�三次救急病院における急性腎障害患者の入院関連機能障害発生率および関連因子の検討
1 済生会熊本病院 リハビリテーション部、 2 済生会熊本病院 腎臓科
	 にたわき	 のぶお

○�仁田脇 宣男 1、岡田 大輔 1、小川 稜太 1、森下 一樹 1、山田 浩二 1、早田 学 2、副島 一晃 2

O8-3

�透析患者におけるダイナぺニアと体組成分析装置の活用
1 石切生喜病院リハビリテーション室、 2 石切生喜病院腎臓内科、 3 石切生喜病院看護部
	 うえはら	まさよし

○�上原 将良 1、早川 由紀 2、水越 佳汰 1、林 佑真 1、麻苧 勇希 1、柴田 皓大 1、高橋 佑生 1、植野 和樹 3、
立石 悠 2

O8-4

�血液検査由来の骨格筋量指数は保存期 CKD 患者のサルコペニア診断と死亡リスク層別化を
可能にする
1 九州大学病院 腎疾患治療部、 2 九州大学大学院 総合コホートセンター、 3 小倉記念病院 腎臓内科、·
4 奈良県立医科大学 腎臓内科学
	 やまだ	しゅんすけ

○�山田 俊輔 1、田中 茂 2、原田 健司 3、北村 博雅 1、鶴屋 和彦 4、中野 敏昭 1

O8-5

�透析患者における食欲とサルコペニア、フレイルとの関連
1 社会医療法人愛仁会井上病院 内科、 2 社会医療法人愛仁会井上病院 リハビリテーション科、·
3 社会医療法人愛仁会井上病院 栄養科、·
4 社会医療法人愛仁会愛仁会リハビリテーション病院 リハ技術部理学療法科、·
5 大阪公立大学大学院医学研究科 代謝内分泌病態内科学
	 つじもと	よしひろ

○�辻本 吉広 1、下村 菜生子 1、一居 充 1、神谷 亮平 2、李 寿恵 2、髙野 佳那 3、松藤 勝太 4, 5

O8-6

プ
ロ
グ
ラ
ム
大
会
長
講
演
理
事
長
講
演

招
請
講
演

大
会
長
企
画
学
術
委
員
会

企
画

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ジ
ョ
イ
ン
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
臨
床
疫
学
会
と
の

協
働
セ
ミ
ナ
ー

日
本
音
楽
療
法
学
会
・ 

新
百
合
ヶ
丘
総
合
病
院 

音
楽
部
合
同
セ
ッ
シ
ョ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

多
職
種
連
携

セ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ 

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

教
育
講
演

よ
く
わ
か
る

シ
リ
ー
ズ

ハ
ン
ズ
オ
ン

セ
ミ
ナ
ー

ラ
ン
チ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー

Ｙ
Ｉ
Ａ 

セ
ッ
シ
ョ
ン

一
般
演
題

索　
引



The 16th Annual Meeting of the Japanese Society of Renal Rehabilitation70

一般演題口演9� 3月14日（土）16:30-17:30　第7会場　4F　小会議室

サルコペニア３
	 おがわ	 よしこ

座長：小川 佳子	 東北医科薬科大学若林病院 リハビリテーション科
	 はまぢ	 りょうすけ

　　　濱地 亮輔	 特定医療法人衆済会 増子記念病院 リハビリテーション科

�高齢末期腎不全患者における透析モダリティとフレイル有病率の検討：血液透析と腹膜透析
の比較
1 医療法人偕行会 名古屋共立病院 リハビリテーション部、·
2 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、·
3 医療法人偕行会 偕行会城西病院 技術部 リハビリ課、 4 医療法人偕行会 偕行会ウェルネスセンター、·
5 医療法人偕行会 偕行会セントラルクリニック、 6 医療法人偕行会 名古屋共立病院 腎臓内科、·
7 医療法人偕行会 透析医療事業部
	 なつめ	 だいき

○�夏目 大輝 1、矢部 広樹 2、髙橋 蓮 3、井本 裕斗 1、中野 晴香 1、森山 善文 4、岡田 慶子 5、春日 弘毅 6、
山田 哲也 7

O9-1

�透析患者のマイオカインならびにアディポカインとフレイルの関連
1 国際医療福祉大学 福岡保健医療学部 理学療法学科、 2 医療法人偕行会ウェルネスセンター、·
3 名古屋大学 医学部 分子循環器医学、 4 国際医療福祉大学 成田保健医療学部 理学療法学科、·
5 名古屋共立病院 循環器センター
	 こうの	 けんいち

○�河野 健一 1、森山 善文 2、大内 乗有 3、大橋 浩二 3、西田 裕介 4、大島 覚 5

O9-2

�カヘキシア（悪液質）を呈した血液透析患者における生存率と介入効果について
1 特定医療法人 衆済会 増子記念病院 リハビリテーション科、 2 医療法人 白楊会 多治見クリニック
	 なかむら	 ともや

○�中村 智哉 1、濱地 亮輔 1、小関 裕二 1、辻田 誠 2

O9-3

�血液透析患者の AWGS2025 で診断したサルコペニアの有病率と予後：The REPnet-HD 
Study
1 獨協医科大学日光医療センター リハビリテーション部、 2Renal Exercise and Physical activity network、·
3 順天堂大学 保健医療学部 理学療法学科
	 たかはし	はるのり

○�高橋 治憲 1, 2、田村 由馬 1、臼井 直人 2、小島 将 2、阿部 義史 2、岡村 大介 2、佐藤 陽一 2、篠崎 信人 2、
白井 信行 2、作山 晃裕 2、島野 優 2、野地 剛史 2、松土 智加 2、三上 健太 2、齊藤 正和 2, 3

O9-4

�腎移植患者の高齢者と非高齢者のフレイル有病率と生活の質について
1 札幌北楡病院 移植医療支援科、 2 札幌北楡病院 リハビリテーション技術科、 3 札幌北楡病院 腎移植外科
	 ふくもと	 まいこ

○�福本 麻衣子 1、窪田 裕美 1、山崎 奈美恵 1、小山 詩織 2、三浦 正義 3

O9-5

�循環器疾患の入院に伴う院内死亡とフレイルの進行に影響する要因：透析患者と非透析患者
の比較
1 浜松医科大学医学部附属病院 リハビリテーション部、·
2 聖隷クリストファー大学院 リハビリテーション科学研究科、·
3 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、·
4 浜松医科大学 内科学第一講座、 5 浜松医科大学 リハビリテーション医学講座
	 やまぐち	 ともや

○�山口 智也 1, 2、有薗 信一 2、矢部 広樹 3、藤倉 知行 4、大村 朋矢 1, 2、岡本 崇志 1、平野 裕真 1、大塩 恭久 1、
大橋 温 4、安田 日出夫 4、加藤 明彦 4、山内 克哉 5
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一般演題口演10� 3月14日（土）8:30-9:30　第8会場　4F　スタジオ2

運動療法 1
	 かいだ	 ゆうすけ

座長：甲斐田 裕介	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門 
	 おざき	 みきこ

　　　尾崎 美紀子	 板橋中央総合病院 総合内科

�維持血液透析患者に対する透析中足趾特異的トレーニングの有効性：単一事例 ABAB デザ
インによる検討
1JA 山口厚生連 小郡第一総合病院 リハビリテーション科、 2JA山口厚生連 小郡第一総合病院 泌尿器科
	 なかざき	 だいき

○�中嵜 大貴 1、塚本 学 2

O10-1

�1 年間の血液透析中に実施したレジスタンス運動と転倒恐怖感の関連：後ろ向き観察研究
1 新潟臨港病院 リハビリテーション科、 2 新潟臨港病院 腎臓内科、·
3 新潟大学大学院医歯学総合研究科 腎・膠原病内科
	 てらさわ	 れみ

○�寺澤 怜未 1、白井 信行 1、大澤 豊 2、山本 卓 3

O10-2

�当院における外来透析患者の身体機能および体組成に対する透析中運動療法の影響
医療法人社団豊友会千歳豊友会病院リハビリテーション科
	 たけうち	たかとし

○�竹内 貴俊、荒井 颯太、前里 凌、福士 史人、西野 早紀

O10-3

�当クリニックの透析患者における運動機能とソーシャルネットワークの関連性
1 前田記念武蔵小杉クリニック、 2 石神井公園じんクリニック、·
3 順天堂大学革新的医療技術開発研究センター
	 くにや	しょうへい

○�國谷 昇平 1, 3、末次 恵 1、高良 雅弘 1、茂木 清美 1、小川 千恵 1、前田 国見 2

O10-4

�透析中運動療法の継続状況と離脱要因、および死亡率との関連　
1 あけぼのクリニック リハビリテーション部、2 あけぼのクリニック 看護科、3 あけぼのクリニック 整形外科、
4 あけぼのクリニック 腎臓内科
	 かんざき	 あやこ

○�神崎 亜矢子 1、下田 明子 1、宮田 祥希 1、佐田 芳江 2、森 英誌 1、松下 泰久 4、田中 元子 4、松下 和徳 3、
松下 和孝 3

O10-5

�生活目標の設定により右下肢膝下切断術後の血液透析患者が運動療法導入を選択した事例
医療社団法人CHCPヘルスケアシステム 桑園中央病院 血液浄化部 血液浄化センター
	 みむら	 ちひろ

○�三村 千尋、小山 貴也
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一般演題口演11� 3月14日（土）9:30-10:30　第8会場　4F　スタジオ2

基礎研究・運動生理
	 たぐち	 けんせい

座長：田口 顕正	 久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門 
	 ほった	 かずき

　　　堀田 一樹	 北里大学 医療衛生学部 リハビリテーション学科 理学療法学専攻

�異なる条件下での運動が nephron index に及ぼす影響
1 富山県立大学工学部、 2 福岡大学スポーツ科学部、 3 福岡大学筑紫病院腎臓内科、·
4 福岡大学病院リハビリテーション部、 5 福岡大学医学部腎臓・膠原病内科
	 かわかみ	しょうたろう

○�川上 翔太郎 1, 2、安野 哲彦 3、川上 咲紀 2、伊藤 愛 2、藤見 幹太 4、松田 拓朗 4、中島 志穂子 2、升谷 耕介 5、
上原 吉就 2、檜垣 靖樹 2、道下 竜馬 2

O11-1

�透析患者における位相角 (PhA) と NRI-JH スコアの関連性
1 医療法人さくら 鶴瀬腎クリニック 血液浄化部、 2 医療法人さくら 鶴瀬腎クリニック 看護部、·
3 医療法人さくら 鶴瀬腎クリニック 腎臓内科、 4 医療法人さくら さくら記念病院 血液浄化部、·
5 医療法人さくら さくら記念病院 腎臓内科、 6 医療法人さくら 北浦和腎クリニック 血液浄化部
	 とつか	 こうへい

○�戸塚 浩平 1、山下 彩 1、田岡 あかり 2、南 裕子 2、廣澤 満義 6、金子 和史 4、鈴木 隆司 4、黒澤 明 5、
岸 雄一郎 3

O11-2

�血液透析患者における転倒恐怖感と歩行中の前脛骨筋とヒラメ筋による筋共同収縮の関係
1 新潟臨港病院リハビリテーション科、 2 新潟大学大学院医歯学総合研究科腎・膠原病内科、·
3 新潟臨港病院腎臓内科
	 しらい	 のぶゆき

○�白井 信行 1、山本 卓 2、寺澤 怜未 1、大澤 豊 3

O11-3

�飲料物の違いが運動に伴う AKI マーカーの変化に及ぼす影響
1 富山県立大学工学部、 2 福岡大学スポーツ科学部、 3 福岡大学大学院スポーツ健康科学研究科
	 かわかみ	しょうたろう

○�川上 翔太郎 1, 2、安齋 実穂 3、津田 笑佳 2、上原 吉就 2、檜垣 靖樹 2、道下 竜馬 2

O11-4

�運動リハビリテーションによる自律神経系調節を介した AKI-to-CKD 進展抑制効果
1 久留米大学医学部内科学講座 腎臓内科部門、 2 久留米大学医学部質量分析医学応用研究施設
	 やました	 ゆうや

○�山下 裕也 1、田口 顕正 1, 2、深水 圭 1

O11-5

�神経筋電気刺激が急性腎障害モデルラットの腎機能，形態および腎微小血管酸素分圧に及ぼ
す急性効果
1 北里大学大学院医療系研究科、 2 北里大学医療衛生学部
	 あらい	 しゅり

○�新井 柊李 1、堀田 一樹 1, 2、黒崎 祥史 1, 2、石井 直仁 1, 2、福﨑 なるみ 1、片岡 凜 1、伊澤 浩大 1、坂本 美喜 1, 2、
神谷 健太郎 1, 2、松永 篤彦 1, 2
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一般演題口演12� 3月14日（土）10:30-11:30　第8会場　4F　スタジオ2

合併症
	 おか	 ひであき

座長：岡 英明	 松山赤十字病院 腎臓内科
	 やまだ	 しゅんすけ

　　　山田 俊輔	 九州大学病院 腎疾患治療部

�開心術後に CAPD から HD 併用へ移行した DKD 患者の一症例における理学療法経過
函館五稜郭病院 リハビリテーション科
	 みずの	 ゆり

○�水野 由理、三木 康寛、赤坂 茂、西岡 廣美、中釜 郁

O12-1

�透析患者における膝蓋骨粉砕骨折術後合併症に難渋した 1 症例の報告
1 医療法人財団博仁会キナシ大林病院 リハビリテーション科、·
2 香川大学医学部附属病院 リハビリテーション部、 3 岡山医療専門職大学 健康科学部 理学療法学科、·
4 県立広島大学 保健福祉学部理学療法学コース、 5 医療法人財団博仁会キナシ大林病院 整形外科
	 かきはら	としのり

○�柿原 稔永 1、松原 里紗 1、田仲 勝一 2、片岡 弘明 3、田中 聡 4、真鍋 健史 5

O12-2

�血液透析患者における転倒および骨折発生と透析関連低血圧，身体機能の関連：The 
REPnet-HD Study
1 嬉泉病院リハビリテーション科、 2 順天堂大学大学院保健医療学研究科理学療法学専攻、·
3 順天堂大学大学院医学研究科腎臓内科学、 4Renal Exercise and Physical activity network  
	 はまだ	 たいき

○�濵田 大樹 1, 2, 4、臼井 直人 1, 3, 4、白井 信行 4、阿部 義史 4、岡村 大介 4、河西 利昌 4、小島 将 4、作山 晃裕 4、
篠崎 信人 4、島野 優 2, 4、高橋 治憲 4、野地 剛史 2, 4、三上 健太 4、齊藤 正和 2, 4

O12-3

�外来透析患者における運動器障害に対する疼痛と歩行動作の臨床的意義
1 社会医療法人 創和会 重井医学研究所附属病院 リハビリテーション部、·
2 社会医療法人 創和会 重井医学研究所附属病院 看護部
	 きくがわ	 さとし

○�菊川 智 1、森安 静香 1、大西 秀典 1、松下 拳也 1、鎌田 美咲 1、産賀 知子 2、前川 富美 2、高橋 佳梨 2

O12-4

�下肢切断を有する血液透析患者における予後複合リスク分析ー当院 15 例からの考察ー
1 医療法人社団 松下会 あけぼのクリニック リハビリテーション部、·
2 医療法人社団 松下会 あけぼのクリニック 腎臓内科、 3 医療法人社団 松下会 あけぼのクリニック 一般内科、
4 医療法人社団 松下会 あけぼのクリニック 整形外科
	 みやた	 しょうき

○�宮田 祥希 1、松下 和史 1、下田 明子 1、神崎 亜矢子 1、渡邉 裕馬 1、森 英誌 1、田中 元子 2、松下 恭久 3、
松下 和徳 4

O12-5

�慢性腎臓病や生活習慣病などの併存症の有無が脊椎・脊髄疾患術後患者に及ぼす影響について
1 北里大学北里研究所病院 リハビリテーション技術科、 2 北里大学北里研究所病院 整形外科
	 しげた	きょう

○�重田 暁 1、戸田 成昭 1、廣瀬 紀子 1、網中 陽子 1、倉坪 亮太 1、嘉治 一樹 1、高野 盛登 2、日方 智宏 2
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一般演題口演13� 3月14日（土）14:30-15:30　第8会場　4F　スタジオ2

運動療法 2
	 こやま	 てるゆき

座長：小山 照幸	 亀田総合病院 リハビリテーション科
	 きくち	 まさお

　　　菊池 正雄	 宮崎大学医学部附属病院 血液浄化療法

�非典型溶血性尿毒症症候群患者における AT レベル運動療法と疾患治療の相乗的介入による
生活再建の一例
1 社会医療法人天神会 新古賀病院 リハビリテーション課、·
2 社会医療法人天神会 新古賀リハビリテーション病院みらい 循環器内科
	 おおの	 こうき

○�大野 航輝 1、倉富 暁子 2、成冨 耕治 1

O13-1

�運動ノートを活用した在宅運動介入の取り組み
1KKR 高松病院 臨床工学科、 2KKR高松病院 腎臓内科
	 いしかわ	 なおき

○�石川 尚輝 1、森 文男 1、濱脇 大貴 1、平井 沙季 1、山崎 さおり 1、岩田 康伸 1、松原 啓介 2

O13-2

�透析患者における腎臓リハビリテーションの導入と効果ー当院での多職種連携の実践報告ー
1 もろどみ中央病院、 2 きやま鹿毛医院
	 おだ	 りえ

○�小田 理恵 1、豊田 凌花 1、林田 祥直 1、一ノ宮 拓夢 1、江野島 寿美 1、湯面 亜季 1、北島 昌輝 1、三根 誠 1、
内田 昌子 2

O13-3

�維持透析患者の運動指導によるバランス能力改善
1 寿楽会クリニック、 2 大野記念病院
	 さくらい	 まゆみ

○�櫻井 真由美 1、阪本 良太 2、山下 裕貴 2、大野 良晃 2、稲葉 雅章 2

O13-4

�自宅退院した入院透析患者における ADL 改善量の入院期間別比較
1 医療法人財団 倉田会 くらた病院リハビリテーション科、 2 医療法人財団 倉田会 くらた病院腎臓内科
	 すがわら	しょうた

○�菅原 祥太 1、平林 諭 1、富澤 日和 1、伊藤 裕介 1、榊原 僚子 1、鈴木 将太 2、菅野 靖司 2

O13-5

�透析患者における透析中の運動と栄養状態の関連性の検討
1 医療法人社団 新都市医療研究会 「君津」会 玄々堂君津病院 臨床工学科、·
2 医療法人社団 新都市医療研究会 「君津」会 玄々堂君津病院 リハビリテーション科、·
3 医療法人社団 新都市医療研究会 「君津」会 玄々堂君津病院 腎臓外科、·
4 医療法人社団 新都市医療研究会 「君津」会 玄々堂君津病院 消化器外科
	 やの	 まな

○�矢野 真奈 1、川上 崇志 1、伊井 寿里 2、保坂 聡 2、三浦 國男 1、刈込 秀樹 1、大﨑 慎一 3、池田 重雄 4
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一般演題口演14� 3月14日（土）15:30-16:30　第8会場　4F　スタジオ2

運動療法 3
	 あおいけ	 いけお

座長：青池 郁夫	 向陽メディカルクリニック
	 まきの	 けんいちろう

　　　牧野 健一郎	 医療法人財団はまゆう会 新王子病院

�当院における透析中の運動 DVD 導入による腎臓リハビリの実践と効果　～多職種協働の取
り組み～
重信クリニック
	 わたなべ	あつし

○�渡邊 敦、大本 勇毅、青木 克徳、島本 憲司、佐々木 豊和

O14-1

�急性期ネフローゼ症候群に対する運動療法の有効性および安全性：単施設無作為化比較試験
1 浜松医科大学医学部附属病院 リハビリテーション部、 2 浜松医科大学大学院医学系研究科医学専攻、·
3 浜松医科大学 内科学第一講座、 4 浜松医科大学 リハビリテーション医学講座
	 ひらの	 ゆうま

○�平野 裕真 1, 2、藤倉 知行 3、山口 智也 1、長島 正明 1、永房 鉄之 4、山内 克哉 4

O14-2

�透析時運動療法の効果と鉄代謝の関連
1 みはま香取クリニック、 2 みはま香取クリニック看護科、 3 みはま香取クリニック栄養科、·
4 みはま病院リハビリテーション部
	 さかい	 たけひこ

○�坂井 健彦 1、岩崎 雅志 1、人見 さくら 2、内田 優美 2、日直 友梨 2、村松 智恵 2、菅井 啓太 3、山口 良平 4

O14-3

�運動療法開始後の対象患者の拡大と継続するための検討～自分の足で透析に通いたい患者を
支えるために～
1 社会福祉法人 聖隷福祉事業団 総合病院 聖隷浜松病院 腎センター看護課、·
2 社会福祉法人 聖隷福祉事業団 総合病院 聖隷浜松病院 リハビリテーション部、·
3 社会福祉法人 聖隷福祉事業団 総合病院 聖隷浜松病院 臨床工学室、·
4 社会福祉法人 聖隷福祉事業団 総合病院 聖隷浜松病院 腎臓内科
	 おの	 みほ

○�小野 見帆 1、冨田 久美子 1、青木 知香子 1、平林 貴浩 2、佐藤 綾花 2、吉田 佑輔 3、佐藤 太一 4

O14-4

�透析中における動画支援型集団運動療法の有用性：1 年間の前向きコホート研究
1 埼友クリニック リハビリテーション科、 2 順天堂大学大学院 保健医療学研究科 理学療法学専攻、·
3 順天堂大学 保健医療学部 理学療法学科、 4 埼友クリニック 腎透析内科
	 しまの	 ゆう

○�島野 優 1, 2、齊藤 正和 2, 3、黒田 孟 1、宿理 朋哉 4

O14-5

�透析中運動療法導入における運動拒否理由の分析と理学療法士の関わり
1 医療法人社団 泉会 東名富士クリニック、 2 聖隷クリストファー大学
	 かわの	 こうだい

○�河野 航大 1、鈴木 智奈美 1、森川 拓勝 1、渡邉 ま美 1、稲葉 風薫 1、鶴牧 克矢 1、奥 哲治 1、山田 斎毅 1、
矢部 広樹 2、竜崎 崇和 1
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一般演題口演15� 3月14日（土）16:30-17:30　第8会場　4F　スタジオ2

運動療法 4
	 かんだ	 たけし

座長：神田 武志	 島根大学医学部 内科学講座 腎臓内科／血液浄化治療部
	 たむら	 たけし

　　　田村 岳志	 医療法人光心会 諏訪の杜病院 

�維持透析患者における透析中運動療法の効果　ー握力と SPPB の経時的変化ー
1 医療法人海の弘毅会 北九州腎臓クリニック、 2 医療法人海の弘毅会 新北九州腎臓クリニック
	 まつむら	 まさよ

○�松村 雅代 1、木村 涼 1、山田 雅子 1、白石 武治 1、平良 香月 1、吉田 幸子 1、中野 久栄 1、案西 敦子 2、海津 嘉毅 1、
海津 嘉蔵 2

O15-1

�1 年間の SPPB 変化からみる透析時自転車エルゴメーターの負荷設定方法の検討
1 神應透析クリニック、 2 信州大学医学部保健学科理学療法学専攻、 3 信州大学医学部附属病院 腎臓内科
	 いしだ	 たかあき

○�石田 昂彬 1、大澤 竜司 1、大平 雅美 1、中村 慶佑 1, 2、河内 一恵 1、上條 祐司 1, 3、橋本 幸始 1, 3、原田 真 1, 3、
村木 真紀子 1、小林 信彦 1、神應 太朗 1、神應 裕 1

O15-2

�高齢腹膜透析患者のアドヒアランス向上を目的とした生活目標志向型理学療法の効果
1( 医 ) 今村クリニック、 2( 医 ) 楠本内科医院
	 ながい	 はるな

○�永井 温菜 1、峯浦 達雄 1、大熊 茉宥 1、後藤 泰輔 1、柴田 幸代 1、和賀井 未来 1、原 祥一朗 1、赤瀬川 明里 2、
楠本 拓生 2、今村 克郎 1

O15-3

�透析中ベルト電極式骨格筋電気刺激法（B-SES）の筋肉量および身体機能への影響：後方視
的検討
医療法人柿生会 渡辺クリニック
	 とくなが	りゅうのすけ

○�徳永 龍之介、藤田 志乃江、小川 智美、豊田 志のぶ、藤枝 清香、田尻 美和子、中山 和美、大野 美千代、
小原 勇士、若林 央憲、小菅 康史、渡辺 寛之

O15-4

�嚥下障害を有する維持血液透析患者に対する反復末梢磁気刺激の効果に関する後方視的検討
医療法人柿生会 渡辺クリニック
	 こすげ	 やすし

○�小菅 康史、藤田 志乃江、神山 麻美、相原 佳代子、松本 理恵子、横手 佐依、徳永 龍之介、小川 智美、
渡邉 ひとみ、若林 央憲、渡邉 寛之

O15-5

�２０名→２２５名～運動しゆう人、ようけ増えた！当院の透析リハ拡充への取り組み～
1 医療法人尚腎会 高知高須病院 リハビリテーション部、 2 医療法人尚腎会 高知高須病院 人工透析内科
	 しまさき	 ゆう

○�島崎 由宇 1、寺井 祥央 1、水田 好隆 1、北村 翔太 1、伊藤 美香 1、坂本 智加 1、大田 和道 2
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一般演題口演16� 3月15日（日）13:00-14:00　第6会場　5F　大会議室3

運動・歩行機能 1
	 かわらざき	 ひろお

座長：河原﨑 宏雄	 帝京大学医学部附属溝口病院 内科
	 もりやま	 よしふみ

　　　森山 善文	 偕行会 名古屋共立病院 リハビリテーション部

�外来透析クリニックにおける自己管理シートの活用と看護師による評価・患者支援の意義
1 社会医療法人財団古宿会 笠間中央クリニック、 2 社会医療福祉恩賜財団済生会 龍ヶ崎済生会病院、·
3 社会医療法人財団古宿会 水戸中央クリニック
	 みやもと	 ひろし

○�宮本 博史 1、佐藤 寿加 1、佐藤 巳喜夫 2、川又 睦 3、関根 亜希子 1、渡邊 恵美子 1、永瀬 千恵 1、朝永 美代子 1、
染谷 由紀恵 1、大川 智 1、川上 貴史 1、武藤 諒 1、安掛 友紀 1

O16-1

�維持透析入院患者における骨折リスク層別化：OSTA の識別性能と臨床運用提案
東京都立病院機構 東京都立大久保病院 リハビリテーション科
	 くりた	 しんや

○�栗田 慎也

O16-2

�外来心臓リハビリテーション患者の嫌気性耐久時間と腎機能および運動耐容能との関連
1 星城大学リハビリテーション学部、 2 河村内科ハートクリニック
	 いわい	 こうじ

○�岩井 宏治 1, 2、寺井 正樹 2、清水 京子 2、中島 志穂 2、河村 吉弘 2

O16-3

�外来血液透析患者の自立通院手段別の身体機能調査
1 医療法人社団新都市医療研究会「君津」会玄々堂君津病院 総合腎臓病センター腎臓リハビリテーションチーム リハビリテーション科、·
2 医療法人社団新都市医療研究会「君津」会玄々堂君津病院 総合腎臓病センター腎臓リハビリテーションチーム 看護部、·
3 医療法人社団新都市医療研究会「君津」会玄々堂君津病院 総合腎臓病センター腎臓リハビリテーションチーム 臨床工学科、·
4 医療法人社団新都市医療研究会「君津」会玄々堂君津病院 総合腎臓病センター腎臓リハビリテーションチーム 診療部内科、·
5 医療法人社団新都市医療研究会「君津」会玄々堂君津病院 総合腎臓病センター腎臓リハビリテーションチーム 診療部外科
	 かやま	じゅんぺい

○�鹿山 淳平 1、宮﨑 大貴 1、坂本 健太 1、保坂 聡 1、森 陽介 1、平野 里奈 2、下山 ゆう 2、青山 夏実 3、川上 崇志 3、
荻野 良郎 4、大﨑 慎一 5

O16-4

�透析クリニックにおける PT1 名体制の腎リハ展開　－客観的デバイス活用－
1 医療法人社団昇陽会 阿佐谷すずき診療所、 2 医療法人社団昇陽会 高円寺すずきクリニック、·
3 医療法人社団昇陽会 南池袋診療所
	 いわむら	 はやて

○�岩村 隼芽 1, 2, 3

O16-5

�外来透析患者における動作時自覚的困難感の悪化と関連する身体機能評価項目および身体機
能低下の予測因子
1 社会医療法人愛生会 上飯田クリニック リハビリテーション科、·
2 星城大学 リハビリテーション学部 理学療法学専攻、·
3 社会医療法人愛生会 総合上飯田第一病院 リハビリテーション科
	 ほりうち	 けんご

○�堀内 建吾 1、柳澤 卓也 2, 3、右高 沙妃 3、宮尾 彩乃 3、菊山 優己 3、安田 尚太朗 3、伊藤 隆人 3、桑原 道生 3
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一般演題口演17� 3月15日（日）14:00-15:00　第6会場　5F　大会議室3

運動・歩行機能 2
	 しまの	 やすのぶ

座長：島野 泰暢	 医療法人生寿会 五条川リハビリテーション病院 
	 たむら	 ゆうま

　　　田村 由馬	 獨協医科大学日光医療センター リハビリテーション部

�運動習慣のある患者に対し透析中の運動療法を継続したことで歩行機能が改善された一例
1 医療法人腎愛会 上山病院 リハビリテーション科、 2 医療法人腎愛会  上山病院、·
3 医療法人腎愛会 うえやま腎クリニック
	 まえの	 ようすけ

○�前野 陽介 1、仮屋 奈緒 1、小森園 眞紀 1、上山 逹典 2、寺口 記代 2、新穂 涼子 3、髙橋 あゆ美 2

O17-1

�血液透析患者における日常生活困難感が主要心脳血管イベントに及ぼす影響
1 地方独立行政法人 下関市立市民病院 リハビリテーション部、 2 地方独立行政法人 下関市立市民病院 看護部、
3 地方独立行政法人 下関市立市民病院 腎臓内科
	 つきしろ	 かずし

○�月城 一志 1、水野 博彰 1、宇都宮 功一 1、伊井 智毅 1、平沼 侑花 1、下郡 明久 1、山口 香世 2、坂井 尚二 3

O17-2

�志賀毒素産生大腸菌による溶血性尿毒症症候群に伴う急性腎不全患者の早期リハビリテー
ション経過
1 順天堂大学医学部附属浦安病院リハビリテーション科、·
2 順天堂大学大学院医学研究科リハビリテーション医学、 3 順天堂大学保健医療学部理学療法学科
	 こまつ	 しんや

○�小松 慎弥 1、藤野 尚子 1、中村 朋伽 1、佐藤 和命 1, 2, 3、村上 悠平 1, 2、羽鳥 浩三 1, 2、藤原 俊之 2, 3

O17-3

�慢性腎臓病ステージの進行が運動耐容能に与える影響 : 多施設共同研究
1 信楽園病院リハビリテーション科、 2 新潟医療福祉大学リハビリテーション学部理学療法学科、·
3 嬉泉病院リハビリテーション科、 4 信楽園病院臨床検査科、 5 嬉泉病院循環器内科、 6 嬉泉病院腎臓内科、·
7 信楽園病院循環器内科、 8 信楽園病院腎臓内科、·
9 新潟大学大学院医歯学総合研究科循環器内科学、10 順天堂大学大学院医学研究科腎臓内科学
	 はせがわ	 やすし

○�長谷川 靖 1、小島 将 2、西山 裕貴 3、濵田 大樹 3、滝澤 直之 4、上畑 昭美 5、稲津 昭仁 6、今井 俊介 7、齋藤 徳子 8、
高山 亜美 9、猪又 孝元 9、臼井 直人 3, 10

O17-4

�骨折イベント後の歩行自立の可否が血液透析患者の予後に与える影響―リスクセットマッチ
ングによる検討―
1 東京医療学院大学保健医療学部リハビリテーション学科、 2 さがみ循環器クリニックリハビリテーション科、
3 筑波大学体育系、 4 東京綾瀬腎クリニック、 5 北里大学医療衛生学部
	 わたなべ	たかあき

○�渡邊 孝明 1, 2、原田 愛永 2、吉越 駿 3, 4、阿部 義史 1、秋保 光利 1、松本 直人 1、松永 篤彦 5

O17-5

�透析患者の生活動作困難感増悪を検出する 5 回椅子立ち上がりテスト最小臨床重要差の検討
1 神應透析クリニック、 2 信州大学 医学部保健学科 理学療法学専攻、 3 信州大学医学部附属病院 腎臓内科
	 おおさわ	りゅうじ

○�大澤 竜司 1、石田 昂彬 1、大平 雅美 1、中村 慶佑 1, 2、河内 一恵 1、上條 祐司 3、橋本 幸始 3、原田 真 3、
村木 真紀子 1、小林 信彦 1、神應 太朗 1、神應 裕 1
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一般演題口演18� 3月15日（日）15:00-16:00　第6会場　5F　大会議室3

運動・歩行機能 3
	 こうの	 えみこ

座長：河野 恵美子	 独立行政法人 国立病院機構 別府医療センター 腎臓内科
	 みうら	 みさ

　　　三浦 美佐	 筑波技術大学 保健科学部保健学科専攻

�地域運動プログラム参加者における CKD の有無と身体機能改善の関連
1 大阪公立大学大学院 リハビリテーション学研究科、 2 豊中市保健所
	 みやた	 しょうい

○�宮田 奨生 1、上村 一貴 1、松浪 桂 2、徳山 浩子 2、前川 真美 2、遠藤 絋一 2、音部 雄平 1

O18-1

�簡易身体機能評価を通じた透析患者支援における作業療法士の役割
医療法人白楊会 上社白楊クリニック
	 かた	 ちづる

○�加田 千鶴、細野 裕里子、西浦 裕子、河﨑 千明

O18-2

�透析中運動療法の実践報告 ― 生活機能を含めた評価を通して ―
医療法人白楊会 上社白楊クリニック
	 ほその	 ゆりこ

○�細野 裕里子、加田 千鶴、西浦 裕子、河﨑 千明

O18-3

�血液透析患者における HR-QOL と筋力の関連性に対する糖尿病の影響
1 社会医療法人愛仁会 愛仁会リハビリテーション病院 リハ技術部 理学療法科、·
2 大阪公立大学大学院医学研究科 代謝内分泌病態内科学、 3 社会医療法人愛仁会 井上病院 臨床研究センター、
4 社会医療法人愛仁会 井上病院 リハビリテーション科、 5 社会医療法人愛仁会 井上病院 内科、·
6 大阪公立大学大学院医学研究科 腎臓病態内科学、 7 近畿大学奈良病院 内分泌・代謝・糖尿病内科
	 まつふじ	しょうた

○�松藤 勝太 1, 2、庄司 哲雄 2, 3、李 寿恵 4、辻本 吉広 5、池上 泰友 1、森岡 与明 2、仲谷 慎也 6、森 克仁 7、
繪本 正憲 2, 6

O18-4

�SMI(BIA 法 ) を用いた当院の転倒カットオフ値の作成、転倒郡・非転倒郡の比較
1 医療法人尚腎会 高知高須病院 リハビリテーション部、 2 医療法人尚腎会 高知高須病院 人工透析内科
	 てらい	 やすひろ

○�寺井 祥央 1、島崎 由宇 1、伊藤 美香 1、水田 好隆 1、北村 翔太 1、坂本 智加 1、大田 和道 2

O18-5

�透析時運動指導前後における SPPB スコアの変化に関与する要因について
つるみ透析内科クリニック
	 たなか	 よしひで

○�田中 仁英

O18-6

一般演題口演19� 3月15日（日）8:30-9:30　第7会場　4F　小会議室

腎移植・合併症
	 ますたに	 こうすけ

座長：升谷 耕介	 福岡大学医学部 腎臓・膠原病内科学
	 きたの	 ふみや

　　　北野 史也	 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科

�腎移植患者の術前身体機能と術後腎機能が歩行能力に与える影響
1 湘南鎌倉総合病院 リハビリテーション部、 2 湘南鎌倉総合病院 腎臓病総合医療センター
	 にしむら	あきのり

○�西村 彰紀 1、日髙 寿美 2、大久保 恵太 2、山野 水紀 2、持田 泰寛 2、石岡 邦啓 2、田邉 一成 2、小林 修三 2
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�腎移植患者における脊柱起立筋脂肪化度
1 札幌北楡病院 腎臓移植外科・泌尿器科、 2 札幌北楡病院 移植医療支援科、·
3 札幌北楡病院 リハビリテーション技術科
	 みうら	 まさよし

○�三浦 正義 1、福本 麻衣子 2、窪田 裕美 2、小山 詩織 3

O19-2

�褥瘡予防を目的とした体位変換とポジショニングを病棟ラウンドとして実施した成果
洛和会音羽記念病院 リハビリテーション部
	 ふじし	はやて

○�藤士 颯、藤川 康太、梅田 大五

O19-3

�急性期病院入院患者の HAD（入院関連機能低下）発生率と特徴について 予備的研究
1 聖マリアンナ医科大学病院 リハビリテーションセンター、·
2 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 リハビリテーション部、 3 川崎市多摩病院 リハビリテーション科、·
4 神戸大学大学院 保健学研究科、 5 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科
	 にしざわ	はじめ

○�西澤 肇 1、平木 幸治 1、田島 広太 2、堀田 千晴 3、井澤 和大 4、櫻田  勉 5、柴垣 有吾 5

O19-4

�当院の慢性腎臓病透析予防管理指導外来患者における体組成検査の特徴
1 加古川中央市民病院 リハビリテーション室、 2 神戸大学大学院保健学研究科、·
3 加古川中央市民病院 看護部、 4 加古川中央市民病院 薬剤部、 5 加古川中央市民病院 栄養管理室、·
6 加古川中央市民病院 腎臓内科
	 おおはし	 けいた

○�大橋 啓太 1, 2、林 美代子 3、藤原 久美子 1、浦野 真弘 4、友田 早紀 5、齊藤 慶 6

O19-5

�大学病院における慢性腎臓病透析予防指導管理加算算定に向けた外来導入の取り組み
1 佐賀大学医学部付属病院 看護部、 2 佐賀大学医学部付属病院栄養治療部、·
3 佐賀大学医学部付属病院薬剤部、 4 佐賀大学医学部付属病院腎臓内科
	 あんどう	 やすよ

○�安藤 恭代 1、吉冨 敬子 1、山田 つや子 1、吉田 ひとみ 1、射場 裕美子 2、秀島 早紀 3、緒方 健二 3、福田 誠 4、
宮園 素明 4

O19-6

一般演題口演20� 3月15日（日）9:30-10:30　第7会場　4F　小会議室

保存期 CKD1
	 わかまつ	 たくや

座長：若松 拓也	 新潟大学大学院医歯学総合研究科 腎研究センター 腎・膠原病内科学分野
	 はま	 ともあき

　　　濵 知明	 東京医科大学病院 循環器内科／心臓リハビリテーションセンター

�当院 CKD 外来患者へのビデオによる運動指導の有用性～ CKDSC による評価～
1 岐阜県総合医療センター 中央リハビリテーション部、 2 岐阜県総合医療センター 腎臓内科、·
3 岐阜県総合医療センター 看護部
	 おかざき	ゆうへい

○�岡崎 裕平 1、村田 一知朗 2、長谷川 雅恵 3

O20-2

�ベッド上生活の保存期 CKD における離床の運動強度の検討
元気会横浜病院 リハビリテーション課
	 まつもと	わたる

○�松本 和、吉村 仁美
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�腎臓リハビリテーション教育入院の効果検証
1 医療法人社団如水会 嶋田病院 リハビリテーション室、 2 医療法人社団如水会 嶋田病院 看護部外来、·
3 医療法人社団如水会 嶋田病院 薬剤室、 4 医療法人社団如水会 嶋田病院 栄養室、·
5 医療法人社団如水会 嶋田病院 看護部病棟、 6 医療法人社団如水会 嶋田病院 事務部総務課、·
7 医療法人社団如水会 嶋田病院 医局
	 おおむら	 ゆいな

○�大村 唯菜 1、澤山 勝也 1、皆越 奈津子 2、西山 真純 2、渡邉 克彦 3、門永 奈々 4、中村 かなえ 5、嶋田 舜 6、
中山 貴文 1、嶋田 雅子 7

O20-3

�保存期 CKD 患者に対する教育入院と 1 年間の外来支援によりフレイルが改善した一例
1 東京女子医科大学病院  リハビリテーション部、 2 東京女子医科大学病院  腎臓内科、·
3 東京女子医科大学病院  リハビリテーション科
	 さとう	 ゆか

○�佐藤 友香 1、筧 慎吾 1、工藤 弦 1、松本 直樹 1、田澤 勝英 2、関 桃子 2、小林 静佳 2、星野 純一 2、若林 秀隆 3

O20-4

�保存期外来 CKD 患者における筋力と運動自己効力感・行動変容ステージとの関連
1 聖マリアンナ医科大学 横浜市西部病院 リハビリテーション部、·
2 聖マリアンナ医科大学病院 リハビリテーションセンター、 3 川崎市立多摩病院 リハビリテーション科、·
4 神戸大学大学院 保健学研究科、 5 聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科、·
6 聖マリアンナ医科大学 横浜市西部病院 腎臓・高血圧内科
	 たじま	 こうた

○�田島 広太 1、平木 幸治 2、西澤 肇 2、堀田 千晴 3、井澤 和大 4、柴垣 有吾 5、白井 小百合 6

O20-5

�慢性腎臓病透析予防指導管理料の 1 年間の取り組みと腎機能低下に関わる因子の検討
1IMS（イムス）グループ 医療法人社団明芳会 イムス東京葛飾総合病院 リハビリテーション科、·
2IMS（イムス）グループ 医療法人社団明芳会 イムス東京葛飾総合病院 腎臓内科、·
3IMS（イムス）グループ 医療法人社団明芳会 イムス東京葛飾総合病院 看護部、·
4IMS（イムス）グループ 医療法人社団明芳会 イムス東京葛飾総合病院 栄養科
	 たかぎ	 のぶたか

○�髙木 啓孝 1、棚瀬 みやび 2、越塚 起子 3、久保田 美穂 4

O20-6

一般演題口演21� 3月15日（日）10:30-11:30　第7会場　4F　小会議室

保存期 CKD2
	 ささき	 たまき

座長：佐々木 環	 川崎医科大学 総合臨床医学
	 まつもと	 たつき

　　　松本 竜季	 高知大学医学部附属病院 透析部／内分泌代謝・腎臓内科

�保存期 CKD 患者における６分間歩行距離の代表値と関連因子の検討
1 聖隷佐倉市民病院 リハビリテーション室、2 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、
3 聖隷佐倉市民病院 腎臓内科
	 たばた	 あき

○�田畑 吾樹 1、矢部 広樹 2、加藤木 丈英 1、三嶽 侑哉 1、大野 隼汰 1、藤井 隆之 3

O21-2

�当院はじめての慢性腎臓病学修入院での取り組み
1 帝京大学医学部附属溝口病院看護部、 2 帝京大学医学部附属溝口病院ME部、·
3 帝京大学医学部附属溝口病院検査部、 4 帝京大学医学部附属溝口病院薬剤部、·
5 帝京大学医学部附属溝口病院栄養部、 6 帝京大学医学部附属溝口病院リハビリテーション部、·
7 帝京大学医学部附属溝口病院腎臓内科
	 いしかわ	 ゆうな

○�石川 優菜 1、小畑 美貫子 1、永峰 竜太 2、西山 大揮 3、久保田 環 4、江口 浩之 5、鈴木 貫太郎 6、浅沼 大地 6、
原 元彦 6、河原﨑 宏雄 7

O21-1

�腎臓内科入院症例おけるリハビリテーションについての検討
愛仁会明石医療センター腎臓内科
	 よねくら	 ゆりこ

○�米倉 由利子、増田 暉、金銅 研吾、大田 健人
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�演題取り下げO21-5

一般演題口演22� 3月15日（日）13:00-14:00　第7会場　4F　小会議室

運動療法 5
	 いぬい	 えみ

座長：乾 恵美	 宇治武田病院 血液透析科
	 おおやま	 けいこ

　　　大山 恵子	 医療法人社団つばさ つばさクリニック

�血液透析患者の疲労感に対する透析中運動療法の効果の検証
1 社会医療法人愛仁会井上病院、 2 社会医療法人愛仁会愛仁会リハビリテーション病院、·
3 大阪公立大学大学院医学研究科代謝内分泌病態内科学
	 り	 すへ

○�李 寿恵 1、松藤 勝太 2, 3、神谷 亮平 1、下村 菜生子 1、庄司 哲雄 1, 3、辻本 吉広 1

O22-1

�透析中運動療法の継続に寄与する要因について―患者・スタッフアンケートを用いた検討―
医療法人白楊会 メディカルーサテライト・名古屋
	 しみず	 あやこ

○�清水 亜矢子、高木 やよい、河﨑 千明

O22-2

�透析患者における運動療法後の心拍数回復
1 医療法人七ふく会 ふくいクリニック、 2 医療法人七ふく会 七ふくハートクリニック
	 おかだ	 ゆうすけ

○�岡田 祐介 1、柳田 優子 1、山本 祐之介 1、福井 政慶 1、山本 克浩 2

O22-3

�当院で実施した透析中運動療法による、1 年後の身体機能の変化について
1 大野記念病院 リハビリテーション部、 2 大野記念病院 腎臓病センター、 3 寿楽会クリニック
	 さかもと	りょうた

○�阪本 良太 1、山下 裕貴 1、大野 良晃 2、櫻井 真由美 3

O22-4

�変形性膝関節症を有する外来血液透析患者における運動療法の工夫と効果：運動耐容能が向
上した 1 症例
1JA 静岡厚生連 遠州病院 リハビリテーション科、 2JA静岡厚生連 遠州病院 内科 ( 腎臓 )
	 ひろずみ	 あかり

○�廣住 明香莉 1、山下 裕太郎 1、土井 ななみ 1、田淵 心 1、渥美 浩克 2

O22-5

�保存期慢性腎臓病患者の透析導入と 5 回椅子立ち上がりテストとの関連：単一施設前向きコ
ホート研究
聖隷佐倉市民病院 リハビリテーション室
	 おおの	 しゅんた

○�大野 隼汰、田畑 吾樹、三嶽 侑哉、川上 里奈、加藤木 丈英

O21-4

�当院における透析患者の運動に対する意識調査
医療法人社団英山会 平山泌尿器科医院
	 さかもと	 まり

○�坂本 麻里、大石 貴恵、内田 真弓、中山 未奈、山本 紗友梨、坂梨 綾、石松 隆志、平山 英雄

O22-6

�保存期慢性腎臓病 (CKD) 患者において血清 Ca 値と骨格筋指数 (SMI) は負の関連がある：
横断的解析
藤井会 石切生喜病院 腎臓内科
	 はやかわ	 ゆき

○�早川 由紀、立石 悠、宮本 靖子、山岡 諭史、藤本 茉奈、橋本 真、福田 裕介、今西 政仁
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一般演題口演23� 3月15日（日）14:00-15:00　第7会場　4F　小会議室

運動療法 6
	 みぞぶち	 まさひで

座長：溝渕 正英	 昭和大学藤が丘病院 腎臓内科
	 なかむら	 ともふみ

　　　中村 朋文	 国立病院機構 熊本医療センター 腎臓内科

�当院で運動リハビリテーションを施行している維持透析患者における栄養状態とサルコペニ
アの評価
社会医療法人泉和会 千代田病院
	 ふくおか	 けいた

○�福岡 圭太、上園 繁弘、菅井 亜希、笠原 千夏、児玉 功貴

O23-1

�透析患者における入院前後の身体機能変化（退院後の追跡調査と運動継続の重要性）
1 医療法人社団つばさ メディカルフィットネスT’s Energy、 2 医療法人社団つばさ つばさクリニック、·
3 医療法人社団つばさ 両国東口クリニック
	 かたおか	 ひでと

○�片岡 秀人 1、大山 恵子 2、高木 宜史 1、松本 匠平 1、川原 尚子 1、富樫 賢渡 1、原口 晃 1、三澤 城之助 1、
大山 博司 3、藤森 新 3

O23-2

�長時間透析患者に対する運動介入による免疫学的および身体能力に関する検討
1 茨城県立中央病院 腎臓内科、 2 筑波大学附属病院 茨城県地域臨床教育センター
	 はっとり	あきひさ

○�服部 晃久 1、秋山 稜介 1、本村 鉄平 1、日野 雅予 1、甲斐 平康 1, 2

O23-3

�透析中低血圧を有する患者に対する透析中運動療法が透析中低血圧や循環動態に与える影
響：導入前後の比較
1JA 静岡厚生連遠州病院 リハビリテーション科、·
2 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科 、3JA 静岡厚生連遠州病院 血液浄化センター
	 たぶち	こころ

○�田淵 心 1、矢部 広樹 2、山下 裕太郎 1、廣住 明香莉 1、渥美 浩克 3

O23-4

�血液透析患者における 2 年間の身体活動量の縦断的変化に関連する因子：The REPnet-HD 
study
1 医療法人財団松圓会 東葛クリニック病院 医療技術部リハビリ課、·
2 新潟医療福祉大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、 3 嬉泉病院 リハビリテーション科、·
4 順天堂大学 保健医療学部 理学療法学科、 5Renal Exercise and Physical activity network
	 しのざき	のぶひと

○�篠崎 信人 1, 5、小島 将 2, 5、臼井 直人 3, 5、阿部 義史 5、岡村 大介 5、河西 利昌 5、佐藤 陽一 5、白井 信行 5、
作山 晃裕 5、島野 優 5、高橋 治憲 5、 野地 剛史 5、野田 生純 5、三上 健太 5、齊藤 正和 4, 5

O23-5

�糖尿病性腎症透析患者に対する home-based exercise 定着に向けた行動科学的介入の効果　-
症例検討 -
1 新潟経営大学 経営情報学部 スポーツマネジメント学科、 2 医療法人社団 悠友会 志木駅前クリニック
	 さとう	 りゅうた

○�佐藤 竜太 1, 2、奈倉 倫人 2、秦 三枝子 2、小林 大貴 2
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一般演題口演24� 3月15日（日）15:00-16:00　第7会場　4F　小会議室

運動療法 7
	 おかもと	 たけし

座長：岡本 威志	 医療法人光心会 諏訪の杜病院 透析室
	 まつもと	 ゆりこ

　　　松本 有里子	 社会医療法人 天神会 古賀病院 21 腎臓内科

�滋賀県における外来透析患者に対する運動療法の実態調査 - びわこ臨床透析カンファレンス
共同研究 -
1 公立甲賀病院 腎臓内科、 2 滋賀医科大学附属病院 血液浄化部
	 たけだ	 なおこ

○�武田 尚子 1、金崎 雅美 2

O24-1

�透析導入期の運動指導と外来リハビリテーションによって運動耐容能改善と社会復帰を達成
した症例
1 公益社団法人石川勤労者医療協会 城北病院 リハビリテーション部、·
2 公益社団法人石川勤労者医療協会 城北病院 内科
	 さかした	なおひろ

○�阪下 直大 1、柳沢 深志 2

O24-2

�「歩こうよ！もろやま健幸ウォーキング」事業の腎機能低下参加者に対する効果検証
1 埼玉医科大学国際医療センター リハビリテーション科、 2 宏仁会高坂醫院
	 まるやま	はじめ

○�丸山 元 1、田中 尚文 1、内田 龍制 1, 2、海津 伶 1、松尾 夏実 1、高橋 秀寿 1

O24-3

�透析患者における下肢筋力強化プログラムが自立度と生活の質に与えた影響
医療法人 今村クリニック
	 みねうら	 たつお

○�峯浦 達雄、大熊 茉宥、永井 温菜、柴田 幸代、後藤 泰輔、和賀井 未来、原 祥一朗、今村 克郎

O24-4

�透析中運動療法の開始時期と継続率～透析中寝るのが当たり前の人は運動が続かない？～
1 医療法人尚腎会 高知高須病院 リハビリテーション部、 2 医療法人尚腎会 高知高須病院 人工透析内科
	 みずた	 よしたか

○�水田 好隆 1、大田 和道 2、島崎 由宇 1、伊藤 美香 1、吉良 明日香 1、北村 翔太 1、寺井 祥央 1、坂本 智加 1

O24-5

�透析時運動指導等加算導入が身体機能に及ぼす影響～リハビリ・看護協働体制による 12 カ
月評価～
1 新古賀リハビリテーション病院みらいリハビリテーション科、·
2 新古賀リハビリテーション病院みらい循環器内科
	 ごとう	 ひろみ

○�後藤 浩水 1、石橋 和博 1、倉冨 暁子 2、平松 義博 2

O24-6

一般演題口演25� 3月15日（日）13:00-14:00　第8会場　4F　スタジオ2

フレイル・地域医療・看護ケア
	 いわね	 みき

座長：岩根 美紀	 医療法人光心会 諏訪の杜病院
	 うちだ	 あきこ

　　　内田 明子	 医療法人社団クレド さとうクリニック

�透析導入前から継続した運動習慣と透析中運動療法の併用が筋量・栄養状態・自立度に及ぼ
す影響
1 医）敬任会 藤井寺敬任会クリニック、 2 医）友絆 平野けいじんクリニック
	 せんざき	 だいき

○�千﨑 大樹 1、明瀬 貴行 1、川上 美香 1、中川 隆文 1、新井 誠 1、山原 英樹 1、北村 哲也 2
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�血液透析患者の透析日・非透析日における身体活動量とフレイルの関連：基本チェックリス
トを用いた横断研究
1 社会医療法人寿楽会 大野記念病院 リハビリテーション部、 2 社会医療法人寿楽会 大野記念病院 腎臓内科
	 やました	 ゆうき

○�山下 裕貴 1、阪本 良太 1、大野 良晃 2

O25-2

�腎代替療法選択で腹膜透析を選択し、ライフスタイルを維持する事ができた症例。
1 訪問看護テレサ（管理者）、 2 医療法人今村クリニック、 3 訪問看護テレサ（看護師）、·
4 訪問看護テレサ（理学療法士）、 5 訪問看護テレサ（保健師）
	 よしおか	 なおこ

○�吉岡 奈緒子 1、今村 克郎 2、河野 由樹 3、城 亜紀 4、角本 加奈絵 5

O25-3

�通院継続に必要な運動療法の取り組みを振り返る
社会医療法人 名古屋記念財団 平針記念クリニック
	 すぎうら	 ゆいの

○�杉浦 惟乃、畑島 織代、清原 志穂

O25-4

�保存期慢性腎臓病患者への腎臓リハビリテーション指導における看護師の介入実態と課題の
把握
1 聖路加国際病院 腎センター、 2 聖路加国際病院 リハビリテーション科、 3 聖路加国際病院 腎臓内科
	 やまもと	 ちか

○�山本 愛 1、岡村 大介 2、伊藤 雄伍 3、鈴木 倫子 3

O25-5

�当院における透析時運動指導等加算算定後の取り組み
1 藤井会石切生喜病院 看護部、 2 藤井会石切生喜病院 腎臓内科、 3 藤井会石切生喜病院 リハビリテーション室
	 うえの	 かずき

○�植野 和樹 1、早川 由紀 2、甲斐 陽 1、岩崎 裕里代 1、柴田 皓大 3、立石 悠 2

O25-6

一般演題口演26� 3月15日（日）14:00-15:00　第8会場　4F　スタジオ2

高齢者・回復期
	 とりごえ	 けんた

座長：鳥越 健太	 長崎大学病院 腎臓内科
	 もりと	 たく

　　　森戸 卓	 前田記念武蔵小杉クリニック

�高齢入院血液透析患者の入院関連能力低下に関連する因子の検討
1 聖隷佐倉市民病院 リハビリテーション室、2 聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、
3 浜松医科大学医学部附属病院 リハビリテーション科、 4 聖隷佐倉市民病院 腎臓内科
	 みたけ	 ゆうや

○�三嶽 侑哉 1、矢部 広樹 2、田畑 吾樹 1、山口 智也 3、大野 隼汰 1、藤井 隆之 4

O26-1

�高齢血液透析患者における大腰筋指数（Psoas Muscle Index：PMI）と生命予後の関連
1 森下記念病院 リハビリテーション部門、 2 聖マリアンナ医科大学病院 リハビリテーションセンター、·
3 森下記念病院 外科、 4 森下記念病院 腎臓内科
	 いわい	 ゆうま

○�岩井 佑磨 1、平木 幸治 2、滝沢 祥太 1、石川 博和 3、森下 将充 4

O26-2

�透析日・非透析日に応じたリハビリ内容の調整によりADL および認知機能が改善した一症例
東京品川病院 リハビリテーション科
	 いなだ	 かりん

○�稲田 香鈴

O26-3
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�回復期リハビリテーション病棟に入棟した脳卒中患者の ADL 改善度に対する透析の有無の
影響
1 石和共立病院 回復期リハビリテーション室、 2 石和共立病院 総合リハビリテーション室、·
3 巨摩共立病院 地域リハビリテーション室、 4 石和共立病院 リハビリテーション科、·
5 帝京科学大学 医療科学部 理学療法学科 
	 いちかわ	 けんた

○�市川 研太 1、萩原 妃里子 1、河西 利昌 1、滝田 俊大 2、前嶋 康路 3、太田 昭生 4、山田 洋二 5

O26-4

�回復期病棟における脳卒中患者の、透析患者と非透析患者の回復予後に関する研究
竹口病院リハビリテーション科
	 わたなべ	 あつし

○�渡辺 淳志

O26-5

�回復期透析患者におけるリハ介入量と FIM 効率の Dose-Response 解析
社会医療法人社団 東京巨樹の会 東京品川病院 リハビリテーション科
	 さの	 ようすけ

○�佐野 洋輔

O26-6

一般演題口演27� 3月15日（日）15:00-16:00　第8会場　4F　スタジオ2

その他
	 さかい	 けんたろう

座長：坂井 健太郎	 社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院 腎臓内科
	 ふくだ	 まこと

　　　福田 誠	 佐賀大学医学部 内科学講座 腎臓内科

�入院透析患者に対する標準的リハビリテーション頻度・提供量の検討
洛和会音羽記念病院 リハビリテーション部
	 ふじかわ	 こうた

○�藤川 康太、藤士 颯、梅田 大五

O27-1

�血液透析患者における入院時評価からの転倒リスクの予測
1 重井医学研究所附属病院 リハビリテーション部、 2 重井医学研究所附属病院看護部、·
3 川崎医療福祉大学理学療法学科
	 おおさか	 まい

○�大坂 真衣 1、三澤 裕美 2、松久保 稔 1、菊川 智 1、藤田 大介 3、大坂 裕 3

O27-2

�透析中の運動療法による心理的効果の検証－血液透析患者のうつ病予防に向けた取り組み－
1 沖縄第一病院 リハビリテーション科、 2 琉球大学病院 血液浄化療法部 、 3 湘南病院 腎臓内科 透析科
	 とくもと	りょうた

○�徳元 亮太 1、古波蔵  健太郎 2、渡嘉敷 かおり 3

O27-3

�アジアにおける血液透析患者のケアを担う家族介護者のケア能力に関するスコーピングレ
ビュー
社会医療法人孝仁会 札幌孝仁会記念病院
	 だますこ	 べねるもうがん

○ �DAMASCO VENERMOGAN、横山 秀雄、加藤 真衣、若井 裕美、柳沼 昇、菅野 奏良、冨樫 巴香、
飯塚 嗣久

O27-4

�高齢肺腫瘍患者の術前腎機能と周術期の入院関連機能低下
1 平成紫川会 小倉記念病院 リハビリテーション課、 2 平成紫川会 小倉記念病院 呼吸器外科
	 わたなべ	ゆうすけ

○�渡邊 雄介 1、吉村 有示 1、愛甲 純也 1、大井 拓帆 1、渡邊 陸斗 1、原 靖子 1、田代 幸恵 1、一ノ瀬 拓朗 1、
宮川 幸大 1、大﨑 敏弘 2
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�当院における腎臓リハビリテーション　～第 2 報～
1( 医 ) 社団優腎会 優人上石神井クリニック看護部、 2( 医 ) 社団優腎会 優人上石神井クリニック臨床工学部、
3( 医 ) 社団優腎会 優人上石神井クリニック内科、 4( 医 ) 社団優腎会 優人クリニック内科
	 しだら	 かずな

○�設楽 和奈 1、藤波 和也 2、小町 直美 1、青柳 直樹 1、有川 滋久 3、冨田 兵衛 4

O27-6
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一般演題ポスター
一般演題ポスター 1�

3月14日（土）14:50-15:50　ポスター会場　3F　ロビー　

透析（HD/PD）  /  腎移植
	 きくち	 ひでとし

座長：菊池 秀年	 国立病院機構別府医療センター 腎臓内科

�当院における透析中運動療法による身体的効果の検証
1 黒部市民病院 腎臓リウマチ内科、 2 同 看護部、 3 同 リハビリテーション科
	 しもむら	しゅうじ

○�下村 修治 1、濱田 朋子 3、椎名 悠 3、松澤 昂平 3、石川 博一 3、平田 菜々美 2、秋津 真由香 2、笹川 尚 3、草切 幸 2、
吉本 敬一 1、酒井 清司 3

P1-1

�当院における透析患者に対しての運動療法の取り組み
1 海老名総合病院 リハビリテーション科、 2 海老名総合病院 腎臓内科、·
3 海老名総合病院 リハビリテーション 医師
	 こばやし	 りりか

○�小林 莉理香 1、足立 真穂 1、森 佑貴 1、米山 優洋 2、香取 秀幸 2、原田 貴子 3

P1-2

�腎臓リハビリテーションにおける個別指導効果の検討
KKR高松病院 血液浄化センター 臨床工学科
	 はまわき	 だいき

○�濱脇 大貴、森 文男、石川 尚輝、平井 沙季、山崎 さおり、岩田 康伸

P1-3

�高齢者の血液透析導入時の Barthel Index による ADL 評価と臨床転帰の関連
1 公益財団法人ときわ会 常磐病院 腎臓内科、 2 公益財団法人ときわ会 常磐病院 リハビリ課
	 ばんどう	 ゆうた

○�板東 優太 1、高松 克守 2

P1-4

�透析患者の年 1 回面談で身体機能評価の結果を活用した ACP 活動
1 帝京大学医学部附属溝口病院 内科、 2 帝京大学医学部附属溝口病院 看護部、·
3 帝京大学医学部附属溝口病院 ME部、 4 帝京大学医学部附属溝口病院 リハビリテーション部、·
5 帝京大学医学部附属溝口病院 リハビリテーション科
	 かわらざき	 ひろお

○�河原﨑 宏雄 1、内田 大介 1、谷亀 元香 1、藤兼 正人 1、山本 宇恭 1、桶田 佳吾 1、寺川 遼 1、小畑 美貴子 2、
永峰 竜太 3、浅沼 大地 4、原 元彦 5

P1-5

�当院に外来通院する維持透析患者の生命予後に関連する身体機能について
1 大野記念病院 腎臓病センター、 2 大野記念病院 リハビリテーション部、 3 寿楽会クリニック
	 おおの	 よしてる

○�大野 良晃 1、阪本 良太 2、山下 裕貴 2、櫻井 真由美 3

P1-6

�透析中運動療法が心拍変動指標を改善させた高齢血液透析患者の 1 症例
国際医療福祉大学成田病院 リハビリテーション技術部
	 おわり	 ごう

○�尾張 剛

P1-7

�演題取り下げP1-8
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一般演題ポスター 2�
3月14日（土）14:50-15:50　ポスター会場　3F　ロビー

重症化予防・透析導入予防  /  食事療法・栄養  /  運動機能・歩行機能評価  /  看護ケア・患者教育1　
	 はざま	 たくま

座長：玻座真 琢磨	 JCHO久留米総合病院 腎臓内科

�エルゴメーターを用いなかった透析時リハビリ介入により SPPB が大きく改善した高齢透析
患者の 1 症例
医療法人 高橋内科クリニック
	 しま	たかひろ

○�島 貴洋

P1-9

�腎移植後、全身状態安定後の集中的リハ介入により短期間で著明な身体機能改善を得た一症例 
国際医療福祉大学熱海病院 リハビリテーション部
	 ふかがわ	しょうへい

○�深川 翔平、多田 英生、有馬 佳奈

P1-10

�訪問リハビリテーションを行い高血圧が改善した保存期慢性腎臓病患者の１症例
1JA 秋田厚生連 湖東厚生病院 リハビリテーション科、 2JA秋田厚生連 湖東訪問看護ステーション
	 にった	 しおと

○�新田 潮人 1, 2

P2-1

�肥満を有する慢性腎臓病患者への運動指導の影響
1 伊那中央病院 リハビリテーション技術科、 2 伊那中央病院 看護部、 3 伊那中央病院 臨床栄養科、·
4 伊那中央病院 腎臓内科
	 つだ	 ゆか

○�津田 由佳 1、多賀 将仁 1、酒井 聖 1、赤津 サトミ 2、長澤 茜 3、藤井 一聡 4

P2-2

�血液透析中運動療法が日常生活動作改善に及ぼす効果についての検討
1 小田内科クリニック、 2 広島大学病院腎臓内科
	 みせ	 けんたろう

○�見世 健太郎 1、濱本 美鈴 1、有田 和子 1、木原 恵美 1、沖田 大輔 1、田邉 建拓 1、八幡 友宏 1、内田 晴菜 1、
佐伯 さくら 1、玉田 美姫 1、井上 美優 1、小田 弘明 1、正木 崇生 2

P2-3

�当院における慢性腎臓病教育外来での理学療法士による運動指導
1 社会医療法人財団慈泉会 相澤病院 救急リハ科、·
2 社会医療法人財団慈泉会 相澤病院 腎臓病透析センター看護科
	 おおみ	 ともあき

○�大見 朋哲 1、田中 俊惠 2、久保田 祐子 2、藪崎 さつき 2、丸山 貴代 2

P2-4

�亜鉛補充による銅欠乏性貧血に対して経腸栄養剤の投与で貧血が改善した血液透析患者の一例
新可児クリニック
	 ふたむら	やすひろ

○�二村 泰弘

P2-5

�慢性腎臓病患者への理解度アンケートによる教育の取り組み
1 両国東口クリニック、 2 つばさクリニック
	 くさの	はるか

○�草野 悠 1、大山 恵子 2、前田 真歩 2、金子 夏実 1、横関 美枝子 2、山脇 千里 1、磯野 友里江 1、戸谷 洋子 1、
諸見里 仁 1、大山 博司 1、藤森 新 1

P2-6

�当院の外来透析患者の活動量と身体機能の関連についての調査
1 社会保険大牟田天領病院 リハビリテーションセンター、 2 社会保険大牟田天領病院 リハビリテーション科、
3 社会保険大牟田天領病院 腎臓内科、 4 社会保険大牟田天領病院 腎センター
	 たかだ	 かずき

○�髙田 一希 1、平山 史朗 1、坂田 修治 2、近藤 英樹 2、今西 研 3、岩田 康伸 3、山田 皓也 3、向山 政志 3、
近藤 由美子 4

P2-7
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�演題取り下げP2-8

�血液透析患者におけるヘルスリテラシーと Positive solitude の関連
1 北陸大学 医療保健学部 理学療法学科、 2 医療法人社団瑞穂会 みずほ病院 リハビリテーション部、·
3 医療法人社団瑞穂会 みずほ病院 内科
	 のぐち	 まさひろ

○�野口 雅弘 1、田中 美穂 2、金子 晋也 2、用平 裕汰 2、林 史香 2、穴畑 誠人 2、秋田 聖香 2、池田 舞雪花 2、
柳 亮太朗 2、越野 慶隆 3

P2-9

�当院における腎臓リハビリテーションの取り組みに対しての看護師の役割
1 帝京大学医学部附属溝口病院 看護部、 2 帝京大学医学部附属溝口病院  リハビリテーション部、·
3 帝京大学医学部附属溝口病院  第４内科 
	 おばた	 みきこ

○�小畑 美貴子 1、鈴木 貫太郎 2、浅沼 大地 2、河原﨑 宏雄 3

P2-10

一般演題ポスター 3�
3月14日（土）14:50-15:50　ポスター会場　3F　ロビー

看護ケア・患者教育 2  /  チーム医療  /  合併症（運動器・脳血管・心大血管・足病変）  /  サル
コペニア・フレイル・ロコモ 1　　　　　　　　　　

	 まつい	 れい

座長：松井 礼	 社会医療法人 雪の聖母会 聖マリアヘルスケアセンター 透析科

�当院透析患者へのリハビリ 15 年間の歩みと取り組み ~ 透析クリニックにおける常勤リハビ
リ専門職の意義 ~
植木いまふじクリニック
	 ごとう	 さおり

○�後藤 沙織、濵﨑 好延、瀬下 博志、今藤 雅之

P3-1

�急性期病院透析センターにおける腎臓リハビリテーション導入への取り組み～段階的導入の
工夫～
広島赤十字・原爆病院
	 うこん	 ゆうこ

○�右近 優子、上田 真由美、笹部 早央里

P3-2

�透析室で歩行訓練を行い歩行回復に至った高齢透析患者の一例
1 創和会 しげい病院 血液浄化療法センター 看護部、 2 創和会 しげい病院 血液浄化療法センター 臨床工学部、
3 創和会 しげい病院 リハビリテーション部、 4 創和会 しげい病院 栄養管理部、 5 創和会 しげい病院 腎臓内科
	 おの	 ゆみ

○�小野 由美 1、中尾 敦子 1、待場 敏 2、別府 貴代 3、清水 賢児 3、石原 彩華 4、有元 克彦 5

P3-3

�在宅復帰を強く希望した下肢切断透析患者への支援と意思決定に難渋した一例
社会医療法人天神会 古賀病院 21 リハビリテーション課
	 りゅう	たくや

○�笠 卓也

P3-4

�頻回透析と高気圧酸素療法を併用し下肢切断回避した糖尿病透析患者のリハビリ経過
医療法人社団CHCPヘルスケアシステム桑園中央病院
	 すみよし	 ももえ

○�住吉 百江、齋藤 達弥、赤澤 史子、小山 貴也

P3-5

�A 病院における患者の在りたい姿を支援する腎臓リハビリテーションー多職種連携を強化してー
福岡赤十字病院
	 まるおか	 さやか

○�丸岡 沙耶香、鳥谷部 恵美、中原 由紀、中井 健太郎、園田 慎一郎、石井 雅人、小金丸 なつみ、大岩 舞

P3-6
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�外来透析患者の足病変と靴の関連性
1 医療法人 積善会 第二積善病院 リハビリテーション科、 2 透析室看護部、 3 糖尿病内科、·
4 豊橋創造大学 保健医療学部 理学療法学科
	 おおむら	 ひろき

○�大村 洋紀 1、林 裕子 2、八木 幸一 4、近藤 貴久 3

P3-7

�超重症 AS に対する AVR 後の透析患者に対する理学療法を経験して
医療法人仁胤会 前田内科クリニック
	 かみぐち	 たかし

○�上口 崇、前田 直、前田 忠

P3-8

一般演題ポスター 4�
3月14日（土）14:50-15:50　ポスター会場　3F　ロビー

サルコペニア・フレイル・ロコモ 2  /  高齢者・認知症  /  ICT・デジタルヘルスの活用（遠隔リハ・
アプリなど）

	 おちあい	 しんたろう

座長：落合 晋太郎	 東邦大学医療センター大森病院 腎センター

�当院透析患者におけるサルコペニア発症率・重症化率・改善率の 1 年調査
1 埼友クリニック リハビリテーション科、 2 埼友クリニック 腎透析内科
	 くろだ	はじめ

○�黒田 孟 1、島野 優 1、加藤 徳介 2

P3-9

�フレイルを有する血液透析中患者における運動療法の効果検証
カナデビア健康保険組合 因島総合病院リハビリテーション科
	 ふくお	 じつひと

○�福尾 実人

P4-1

�血液透析中の運動療法継続が糖尿病患者に及ぼす転倒・骨折予防効果
1 医療法人小田内科クリニック、 2 広島大学病院腎臓内科
	 ありた	 かずこ

○�有田 和子 1、井上 美優 1、田邊 建拓 1、八幡 友宏 1、玉田 実姫 1、見世 健太郎 1、前田 勝利 1、小田 弘明 1、
正木 崇生 2

P4-2

�血液透析患者の異なる診断基準によるサルコペニア肥満と全死亡との関連：The REPnet-
HD study
1 新潟医療福祉大学 リハビリテーション学部 理学療法学科、·
2Renal Exercise and Physical activity network (REPnet)、 3 順天堂大学 保健医療学部 理学療法学科
	 こじま	しょう

○�小島 将 1, 2、臼井 直人 2、篠崎 信人 2、白井 信行 2、岡村 大介 2、佐藤 陽一 2、肥留川 隼 2、松土 智加 2、
野地 剛史 2、高橋 治憲 2、野田 生純 2、作山 晃裕 2、阿部 義史 2、齊藤 正和 2, 3

P4-3

�外来維持血液透析患者における身体機能・栄養状態と外来透析継続の関連～単施設探索的研
究～
1 馬渕病院 リハビリテーション科、 2 岐阜保健大学 リハビリテーション学部、 3 馬渕病院 腎臓内科、·
4 中部大学 生命健康科学部
	 こいけ	 たかやす

○�小池 孝康 1, 2、平松 武幸 3, 4、山田 陽一 1、脇田 謙次郎 1、馬渕 正綱 3

P4-4

�プレフレイルを呈する 40 代血液透析患者に対する運動療法の影響ー身体機能と体組成の変化ー
1 社会福祉法人 恩賜財団 済生会和歌山病院 リハビリテーション科、·
2 社会福祉法人 恩賜財団 済生会和歌山病院 腎センター
	 ひがし	 ちかこ

○�東 智加子 1、足羽 里沙 1、西谷 悠志 1、谷 勝哉 1、武田 治子 2、田村 ひろみ 2、滝本 佳史 2

P4-5
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�血液透析患者における認知機能と生存率の関連～第 2 報～
1 特定医療法人衆済会 増子記念病院 リハビリテーション科、·
2特定医療法人衆済会 増子記念病院 腎臓病総合医療センター、3特定医療法人衆済会 増子記念病院 脳神経内科、
4 社会医療法人友愛会 友愛医療センター 腎臓内科、 5 医療法人白楊会 多治見クリニック、·
6 社会福祉法人仁至会 認知症介護研究・研修センター
	 はまぢ	りょうすけ

○�濱地 亮輔 1、山内 真理 1、清水 柚乃 1、杉田 拓哉 1、小関 裕二 1、西平 守邦 2, 4、堀 麻友子 2、辻田 誠 2, 5、
齋藤 由扶子 3、鷲見 幸彦 3, 6

P4-6

�高齢透析患者の意識と行動を高めた個別的腎臓リハビリテーションの重要性
1 医療法人社団昇陽会 阿佐谷すずき診療所、 2 医療法人社団昇陽会 高円寺すずきクリニック、·
3 医療法人社団昇陽会 南池袋診療所
	 いわむら	 はやて

○�岩村 隼芽 1, 2, 3

P4-7

�慢性腎臓病患者における頭部 MRI と腎臓リハビリテーション介入の意義 
―腎予後の観点から―
１春日部中央総合病院 腎臓内科、 ２東北大学、 ３春日部中央総合病院 リハビリテーション部、·
４SONPO CARE
	 くろき	 ごろう

○�黒木 悟郎 1, 2、関根 幸宏 3、小松 みなも 3、榊 聡子 3、熊居 慶一 2, 4

P4-8

�透析中運動療法の個別設定の実態把握：電子カルテ入力システム開発によるリアルワールド
データ集積の可能性
1 神應透析クリニック、 2 信州大学医学部保健学科理学療法学専攻、 3 信州大学医学部附属病院腎臓内科
	 なかむら	けいすけ

○�中村 慶佑 1, 2、石田 昂彬 1、大澤 竜司 1、大平 雅美 1、上條 祐司 3、橋本 幸始 3、原田 真 3、村木 真紀子 1、
小林 信彦 1、神應 太朗 1、神應 裕 1

P4-9

一般演題ポスター 5�
3月15日（日）13:00-14:00　ポスター会場　3F　ロビー

回復期リハビリテーション  /  心理的サポート・メンタルヘルス  /  その他 1
	 くらとみ	 あきこ

座長：倉富 暁子	 新古賀リハビリテーション病院みらい 循環器内科

�回復期病棟の血液透析患者に対する運動療法の効果～継続的な実施が筋力 , 筋量に与える影
響～
1 公益財団法人 甲南会 六甲アイランド甲南病院 リハビリテーション部、·
2 公益財団法人 甲南会 六甲アイランド甲南病院 腎臓科
	 いのうえ	しゅうへい

○�井上 修平 1, 2、藤澤 由佳 2、根来 紗衣 1、中尾 由衣 1

P5-1

�大腿骨近位部骨折を受傷した透析患者の回復についての検討－ 非慢性腎疾患患者との比較 －
1 社会保険大牟田天領病院リハビリテーションセンター、 2 社会保険大牟田天領病院リハビリテーション科、·
3 社会保険大牟田天領病院腎臓内科
	 たかだ	 かずき

○�髙田 一希 1、大塚 陽輝 1、平山 史朗 1、坂田 修治 2、定永 恒明 2、近藤  英樹 2、権藤 英資 2、緒方  悠実子 2、
今西 研 3、岩田 康伸 3、山田 皓也 3、向山 政志 3

P5-2

�回復期リハビリテーション病棟における高齢透析患者の機能回復と自宅復帰の特徴
国際医療福祉大学熱海病院 リハビリテーション部
	 ありま	 かな

○�有馬 佳奈、深川 翔平

P5-3
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�回復期リハビリテーション病棟における透析の有無がリハビリ実績に与える影響
1 社会医療法人天神会 新古賀リハビリテーション病院みらい リハビリテーション課、·
2 社会医療法人天神会 新古賀リハビリテーション病院みらい 循環器内科
	 なかばやし	みずき

○�中林 泉希 1、石橋 和博 1、倉富 暁子 2、平松 義博 2

P5-4

�透析患者の QOL 向上に焦点をあてた取り組み～非透析日の当院での日帰り旅行～
医療法人 医秀会 玉田クリニック 外来リハビリテーション
	 いとう	 さちみ

○�伊藤 幸美、渡辺 元夫、石原 健一、玉田 香介

P5-5

�当院における外来透析患者に対する集団作業療法の取り組み
1 特定医療法人衆済会 増子記念病院 リハビリテーション科、 2 特定医療法人衆済会 増子記念病院 脳神経内科
	 やまうち	 まり

○�山内 真理 1、濱地 亮輔 1、清水 柚乃 1、杉田 拓哉 1、小関 裕二 1、齋藤 由扶子 2

P5-6

�療養病棟患者が園芸療法を継続することで精神・身体が向上することがあるか
五条川リハビリテーション病院
	 こうの	 けんじ

○�河野 賢志、瀧 康江、今別府 里子、都築 建太、岩田 若奈

P5-7

�透析患者における腎臓リハビリテーション～運動療法に対する意識調査からの課題～
1 宇治武田病院 看護部、 2 宇治武田病院 臨床工学科、 3 宇治武田病院 リハビリテーション科、·
4 宇治武田病院 血液透析科
	 やまざき	 ゆか

○�山﨑 由香 1、槌田 紗矢 1、西村 雄次郎 2、草野 奈央 3、秋本 喜英 3、乾 恵美 4

P5-8

一般演題ポスター 6�
3月15日（日）13:00-14:00　ポスター会場　3F　ロビー

その他 2  /  運動療法 1
	 おだ	 ひろあき

座長：小田 弘明	 小田内科クリニック

�腎疾患患者に対するリハビリテーション ･ 栄養 ･ 口腔連携体制加算導入の効果
社会医療法人天神会古賀病院２１
	 おの	 たくみ

○�小野 匠、真鍋 靖博、濱部 朱里、佐藤 志津子、原田 拓郎、羽野 麻沙美、浅田 祐介、鐘ヶ江 真知子

P6-1

�地域透析クリニックでの身体機能評価の取り組み支援～腎リハ連携の試み～
1 帝京大学医学部附属溝口病院 リハビリテーション部、 2 帝京大学医学部附属溝口病院 第四内科、·
3 帝京大学医学部附属溝口病院 リハビリテーション科
	 あさぬま	 だいち

○�浅沼 大地 1、河原﨑 宏雄 2、鈴木 貫太郎 1、原 元彦 3

P6-2

�当院の外来血液透析患者のオーラルフレイル調査とオーラルフレイルの患者意識
1 社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院 透析室、 2 社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院 看護部、·
3 社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院 腎臓内科
	 こが	 じゅんいち

○�古賀 潤一 1、今村 茜 1、空閑 美智子 1、片原 美香 2、東 治道 3

P6-3

�透析時腎臓リハビリテーション継続による変化
1 聖マリアヘルスケアセンター 透析センター、 2 聖マリアヘルスケアセンター 看護部、·

聖マリアヘルスケアセンター 透析科
	 さとう	 ようこ

○�佐藤 陽子 1、鶴 佳世 1、佐藤 友紀 2、松井 礼 3

P6-4
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�CKD 療養支援外来における多職種連携：理学療法士が主導した運動指導ツールの作成と運
用の実際
1 加古川中央市民病院 リハビリテーション室、2 加古川中央市民病院 腎臓内科、3 加古川中央市民病院 看護部、
4 加古川中央市民病院 薬剤部、 5 加古川中央市民病院 栄養管理室、 6 加古川中央市民病院 臨床工学室
	 ふじわら	 くみこ

○�藤原 久美子 1、大橋 啓太 1、齊藤 慶 2、林 美代子 3、浦野 真弘 4、友田 早紀 5、廣畑 由樹子 6

P6-5

�当院における透析リハビリの現状と課題、今後の展望について
医療法人 北関東循環器病院 リハビリテーション課
	 くわはら	 たくや

○�桒原 拓哉、安達 知巳、田中 俊輔、茂原 左門、小田内 友輝、越沢 眞有、橋本 真菜花、斎藤 魁貴、関根 茉美、
武井 俊、金井 千紘、須田 菜摘、桒原 姫鞠、笠原 拓海、福田 健人

P6-6

�透析時運動指導加算を利用した当院における運動療法の取り組み
1 福井赤十字病院 リハビリテーション科部、 2 福井赤十字病院 透析センター
	 かけひ	かずま

○�筧 和真 1、仲辻 里美 1、塚本 ひとみ 2、猪島 靖子 2、福田 清美 2、伊藤 正典 2

P6-7

�当クリニックにおける透析時運動療法の取り組みと症例報告
医療法人佳信会 尾張西クリニック
	 くろべ	 なお

○�黒部 奈央、小林 昌栄

P6-8

�透析時運動療法の実施率と継続率向上に向けての取り組み
1 医療法人財団 博仁会 キナシ大林病院 透析センター、 2 医療法人財団 博仁会 キナシ大林病院 透析科、·
3 医療法人財団 博仁会 キナシ大林病院 腎臓内科、 4 医療法人財団 博仁会 キナシ大林病院 糖尿病内科
	 みぞかわ	 ゆみ

○�溝川 由美 1、山田 友紀子 1、宇都宮 恭子 1、天雲 知春 1、秋山 欣也 2、大西 智一郎 2、大林 弘明 3、森田 麻位子 3、
真鍋 侑資 3、植村 信久 4

P6-9

一般演題ポスター 7�
3月15日（日）13:00-14:00　ポスター会場　3F　ロビー

運動療法 2
	 たなか	 まさひろ

座長：田中 将博	 仁誠会クリニックながみね

�重複障害を有する透析導入期患者に対して生活場面で離床を促した一症例
1 済生会新潟県央基幹病院 リハビリテーション部、 2 済生会新潟県央基幹病院 腎・膠原病内科
	 のぐち	 ちほ

○�野口 千穂 1、石塚 大祐 1、小川 優 1、伊藤 友美 2

P7-1

�腎臓リハビリテーション普及に向けた透析患者が抱く困難感に関する意識調査
1 医療法人社団浅ノ川 浅ノ川総合病院 透析センター、 2 公立小松大学 保健医療学部 看護学科
	 やすもり	 あや

○�安守 彩 1、清水 好美 1、清尾 有希 1、今方 裕子 2

P7-2

�当院における透析時運動療法の 5 症例検討
1 社会医療法人 慈生会 等潤メディカルプラザ病院 腎センター、·
2 社会医療法人 慈生会 等潤病院 リハビリテーション部
	 くずはら	しんぞう

○�葛原 信三 1、関根 康文 2、伊藤 雅史 1

P7-3

�透析中運動療法の取り組み経過と課題
生寿会 五条川リハビリテーション病院 透析センター
	 いしぐろ	 あい

○�石黒 愛、竹内 美保、松井 貴美子、松田 伊勢香、島野 泰暢

P7-4
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�非監視下療法の取り組み～運動カレンダーを導入して～
医療法人社団 邦腎会 大井町駅前クリニック
	 まるやま	 かすみ

○�丸山 佳澄、上水 圭祐、小原 真梨子、近藤 美幸、田中 勤

P7-5

�透析中運動療法継続者と中止者における身体機能の比較検討
1 医療法人社団瑞穂会 みずほ病院 リハビリテーション部、 2 北陸大学 医療保健学部 理学療法学科、·
3 医療法人社団瑞穂会 みずほ病院 内科
	 あきた	 きよか

○�秋田 聖香 1、田中 美穂 1、金子 晋也 1、用平 裕汰 1、穴畑 誠人 1、柳 亮太朗 1、林 史香 1、池田 舞雪花 1、
野口 雅弘 2、越野 慶隆 3

P7-6

�COPM( カナダ作業遂行測定 ) を用いた目標設定を行い運動指導を行った事例
1 医療法人青仁会 池田病院 血液浄化センター リハビリテーション、·
2 医療法人青仁会 池田病院 血液浄化センター、 3 医療法人青仁会 池田病院、·
4 鹿児島大学病院 消化器疾患・生活習慣病分野
	 うえたに	こうへい

○�上谷 耕平 1、古城 卓真 2, 4、池田 大輔 3

P7-7

�透析患者の空き時間における運動療法への取り組み
1 公益財団法人慈愛会今村総合病院  臨床工学部、 2 公益財団法人慈愛会今村総合病院 腎臓内科、·
3 公益財団法人慈愛会今村総合病院 透析センター看護部
	 さと	 あおい

○�里 葵衣 1、竹之内 聖三 2、阿部 正治 2、村岡 良朗 2、中村 英二 2、三重 陽一 2、福元 まゆみ 2、上荒磯 ひとみ 3、
渡邉 喜代美 3、上門 千優 3、中間 あかり 3、井上 元紀 1、徳満 拓実 1、小柳 勇太 1、土屋 雄大 1

P7-8

�介入方法を工夫した事で , 運動機会が増え , 歩行距離が延長した入院透析患者の一例
1 医療法人財団 倉田会 くらた病院リハビリテーション科、 2 医療法人財団 倉田会 くらた病院腎臓内科
	 とみざわ	 ひより

○�富澤 日和 1、山元 圭乃 1、菅原 祥太 1、伊藤 裕介 1、榊原 僚子 1、鈴木 将太 2、菅野 靖司 2

P7-9

一般演題ポスター 8�
3月15日（日）13:00-14:00　ポスター会場　3F　ロビー

運動療法 3
	 まつなが	 ともひと

座長：松永 智仁	 医療法人永仁会 永仁会病院 腎センター 

�当院透析患者の身体機能と運動療法の取り組みについて
1 公立甲賀病院 リハビリテーション課、 2 公立甲賀病院 人工透析部、 3 公立甲賀病院 リハビリテーション科、
4 公立甲賀病院 腎臓内科
	 やまぞえ	とおる

○�山添 徹 1、宿谷 直輝 1、藤川 力輝 1、山添 樹 1、井上 将太 1、山元 あす香 2、藤田 美奈子 3、入山 圭司 3、
武田 尚子 4

P8-1

�透析患者の運動継続支援―自作スタンプラリーによる遊び要素活用の試み―
医療法人社団松和会 田島橋クリニック
	 やまだ	ゆういちろう

○�山田 祐一郎

P8-2

�外来血液透析患者の運動療法に関する実態調査
1 羽島市民病院 血液浄化センター、 2 羽島市民病院 リハビリテーション科、 3 羽島市民病院 MEセンター、·
4 岐阜大学医学部附属病院 腎臓内科
	 はせがわ	 まちこ

○�長谷川 真千子 1、髙橋 由美子 1、五藤 春美 1、安田 文子 1、長谷川 佳代 1、舟木 一夫 2、吉川 祐奈 2、青木 満望湖 2、
岡田 直樹 3、野田 諭 3、加藤 潤 3、後藤 龍彌 3、杉本 里紗 3、内藤 順子 4

P8-3
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�当院での運動療法の取り組み
（医）社団誠仁会 みはま成田クリニック
	 むらかみ	こういち

○�村上 康一、柴 ちひろ

P8-4

�血液透析中の心室頻拍ストームを契機に循環動態が不安定となり離床に難渋した一例
1 国立病院機構 災害医療センター リハビリテーション科、 2 東北医科薬科大学 医学部 リハビリテーション学
	 さいとう	 まさや

○�斉藤 雅哉 1、菅原 令子 1、小川 佳子 2

P8-5

�透析時運動療法終了後の運動継続に向けた支援と半年後調査
1 社会医療法人友愛会豊見城中央病院リハビリテーション科、·
2 社会医療法人友愛会豊見城中央病院看護部透析室、 3 社会医療法人友愛会豊見城中央病院内科
	 ひが	 たかや

○�比嘉 貴也 1、棚原 文人 1、山入端 久江 1、栫 隆 1、茂 里美 2、米須 真澄 2、豊島 紫乃絵 2、玉城 廣美 2、金城 聡子 2、
玉寄 しおり 3、永山 聖光 3

P8-6

�透析開始前 10 分間立位バランスエクササイズの効果 2 症例報告
1 社会医療法人友愛会 豊見城中央病院 リハビリテーション科、·
2 社会医療法人友愛会 豊見城中央病院 透析室看護部、 3 社会医療法人友愛会 豊見城中央病院  腎臓内科
	 やまのは	 ひさえ

○�山入端 久江 1、比嘉 貴也 1、棚原 文人 1、栫 隆 1、豊島 紫乃絵 2、茂 里美 2、米須 真澄 2、玉城 廣美 2、金城 聡子 2、
玉寄 しおり 3、永山 聖光 3

P8-7

�当法人系列施設における透析時運動療法の導入とその実践成果
1 社会医療法人天神会 新古賀病院 リハビリテーション課、 2 社会医療法人天神会 新古賀クリニック 看護部、·
3 社会医療法人天神会 新古賀クリニック 臨床工学課、 4 社会医療法人天神会 新古賀クリニック 腎臓内科
	 いまむら	しゅんすけ

○�今村 俊介 1、大野 航輝 1、成冨 耕治 1、大川 涼子 2、時任 義臣 3、吉戒 理香 4

P8-8
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